
財団法人 
沿岸技術研究センター 
機関誌　2007.10

Coastal Development Institute of Technology

Vol.23

＜CDIT鼎談＞ 

新しい地球環境時代における海洋利用について 
谷口 旭 氏　東京農業大学生物産業学部  教授  〈東北大学名誉教授〉　 
久田 安夫 氏　NPO法人海ロマン21 理事長  〈（株）ゼネシス取締役会長〉 

＜特集＞ 

海洋基本法の成立について 
久保 真一郎 氏　国土交通省　総合政策局　海洋政策課　企画係長 

 



海洋基本法の成立について

中越沖地震被災状況調査

新しい地球環境時代における海洋利用について
谷口 旭 氏 東京農業大学生物産業学部 教授 〈東北大学名誉教授〉

久田 安夫 氏　NPO法人海ロマン21  理事長 〈（株）ゼネシス取締役会長〉

魅力あふれる運河の再生を目指して
～「運河ルネッサンス」の取り組み ～

120年前につくられた横浜港の「袋詰コンクリート」について

ベネチアにおける高潮対策施設に関する調査
～沈みゆく都市ベネチアの取り組み～

高潮対策施設の性能照査のための確率台風モデルの開発とそれを用いた潮位の極値の試算

TSUNAMI書籍の発刊とその普及事業について

地球探査技術 Q&A

Coastal Development Institute of Technology

3

16

9

26
22
20

No.23  2007.10.

6

34

30
32
33

No.23  2007 CDIT 2



3 Coastal Development Institute of Technology No.23  2007

１
海
洋
基
本
法
成
立
の

背
景
・
経
緯

四
面
環
海
の
「
海
洋
国
家
」
で
あ
る
我

が
国
は
、
は
る
か
昔
か
ら
人
や
文
化
の

往
来
、
物
の
輸
送
、
産
業
、
生
活
等
の
分

野
に
お
い
て
、
海
と
深
く
関
わ
っ
て
き
て

お
り
、
海
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
。
一

方
、
我
が
国
の
海
洋
を
巡
っ
て
は
、
海

上
に
お
け
る
安
全
や
防
災
、
海
洋
環
境

の
保
全
、
海
洋
の
開
発
・
利
用
、
海
洋

産
業
の
活
性
化
等
多
く
の
課
題
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
独
立
し
て
存
在
す
る
の

で
は
な
く
、
相
互
に
関
係
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
我
が
国
の
発
展
の
た
め

に
も
、
関
連
す
る
施
策
を
総
合
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

世
界
的
に
は
、
１
９
９
２
年
の
ア
ジ

ェ
ン
ダ
21
の
採
択
や
１
９
９
４
年
の
国

連
海
洋
法
条
約
の
発
効
以
降
、
ア
ジ
ア

を
含
む
各
国
が
海
洋
の
持
続
可
能
な
開

発
を
推
進
す
る
一
方
で
自
国
の
権
益
を

確
保
す
る
た
め
の
取
組
み
を
強
め
て
お

り
、
こ
れ
ら
が
相
ま
っ
て
総
合
的
な
海

洋
政
策
の
策
定
等
の
取
組
み
が
積
極
的

に
進
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
海
洋
汚
染
の

防
止
、
テ
ロ
の
防
止
等
に
係
る
多
国
間

連
携
に
よ
る
対
応
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

一
方
、
我
が
国
は
、
世
界
第
６
位
と

も
い
わ
れ
る
広
大
な
排
他
的
経
済
水
域

を
管
轄
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

海
洋
に
関
す
る
基
本
法
や
海
洋
に
つ
い

て
総
合
的
に
所
管
す
る
行
政
組
織
も
な

い
こ
と
か
ら
、
海
洋
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
に
推
進
す
る
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
声
が
高
ま
っ

て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨
年
４
月
、

超
党
派
に
よ
る
国
会
議
員
や
有
識
者
か

ら
な
る
「
海
洋
基
本
法
研
究
会
」
が
設

置
さ
れ
、
海
洋
基
本
法
の
検
討
が
開
始

さ
れ
た
。
同
年
12
月
に
は
、
同
研
究
会

と
し
て
、
基
本
理
念
、
責
務
、
基
本
的

施
策
、
海
洋
基
本
計
画
の
策
定
、
海
洋

政
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
行

政
組
織
の
整
備
等
に
つ
い
て
定
め
る
海

洋
基
本
法
を
制
定
す
べ
き
と
い
う
こ
と

を
盛
り
込
ん
だ
「
海
洋
政
策
大
綱
」
が

海
洋
基
本
法
の
成
立
に
つ
い
て

特
集：

海
洋
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

特集

図－1／
我が国の海洋を巡る状
況

図―１
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表－１／
海洋基本法の概要

と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

以
降
、
自
民
党
、
公
明
党
、
民
主
党

に
お
い
て
海
洋
基
本
法
案
に
つ
い
て
の

検
討
が
進
め
ら
れ
、
本
年
４
月
３
日
、

衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会
に
お
い
て
同

法
案
が
委
員
長
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
、
同
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お

い
て
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
ま

た
、
同
年
４
月
19
日
の
参
議
院
国
土
交

通
委
員
会
で
は
、
同
法
案
の
審
議
が
行

わ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
、
同
20
日
の

参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
も
同
法
案
が

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
成
立
し
た
。

そ
の
後
、
海
洋
基
本
法
は
、
本
年
４

月
27
日
に
法
律
第
33
号
と
し
て
公
布
さ

れ
た
。

２
海
洋
基
本
法
の
概
要

海
洋
基
本
法
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

表
―
１
の
と
お
り
。

３
海
洋
基
本
法
の
施
行

及
び
関
係
政
令

海
洋
基
本
法
の
施
行
期
日
に
つ
い
て

は
、
同
法
附
則
の
中
で
、「
公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
」
と
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
本
年
７
月
６
日
に
公

布
さ
れ
た
「
海
洋
基
本
法
の
施
行
期
日

を
定
め
る
政
令
」
に
よ
り
、
同
法
は
本

年
７
月
20
日
に
施
行
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
政
令
の
公
布
と
同
じ

日
に
、
総
合
海
洋
政
策
本
部
に
学
識
経

験
者
等
か
ら
な
る
参
与
会
議
を
置
く
こ

と
等
を
定
め
た
政
令
で
あ
る
「
総
合
海

洋
政
策
本
部
令
」
も
公
布
さ
れ
、
海
洋

基
本
法
の
施
行
と
同
じ
日
に
施
行
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

４
今
後
の
取
組
み

海
洋
基
本
法
の
施
行
に
伴
い
、
内
閣

に
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
し
、

内
閣
官
房
長
官
及
び
海
洋
政
策
担
当
大

臣
を
副
本
部
長
と
し
た
す
べ
て
の
国
務

大
臣
か
ら
な
る
総
合

海
洋
政
策
本
部
が
設

置
さ
れ
、
初
代
海
洋

政
策
担
当
大
臣
に
は
、

冬
柴
国
土
交
通
大
臣

が
任
命
さ
れ
た
。
ま

た
、
本
年
７
月
31
日

に
は
第
１
回
総
合
海

洋
政
策
本
部
会
合
が

開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

今
後
は
、
総
合
海

洋
政
策
本
部
に
お
い

て
、
参
与
会
議
の
意

見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

海
洋
基
本
計
画
が
立

案
さ
れ
て
い
く
こ
と

と
な
る
が
、
海
洋
基

本
計
画
を
「
新
た
な

海
洋
立
国
」
の
実
現

に
向
け
た
ふ
さ
わ
し

い
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、
海
洋
基
本
法

が
掲
げ
る
基
本
理
念
等
を
具
体
化
す
る

た
め
の
施
策
を
位
置
付
け
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

国
土
交
通
省
は
、
海
上
の
安
全
の
確

保
、
海
上
の
治
安
・
秩
序
の
確
保
、
国

土
保
全
・
防
災
対
策
、
海
洋
環
境
の
保

全
、
海
上
輸
送
の
確
保
、
海
事
産
業
の

海洋基本法の概要

１．本法の目的

海洋が人類等の生命を維持する上で不可欠な要素であるとともに、海洋法条約等
に基づく国際的協調の下、新たな海洋立国を実現することが重要であることにかん
がみ、海洋に関し、基本理念を定め、国、地方公共団体等の責務を明らかにし、海
洋基本計画の策定その他海洋に関する施策の基本となる事項を定めるとともに、総
合海洋政策本部を設置することにより、海洋に関する施策を総合的かつ計画的に推
進する。

２．海洋政策の基本理念

①海洋の開発及び利用と海洋環境の保全との調和、②海洋の安全の確保、③科学
的知見の充実、④海洋産業の健全な発展、⑤海洋の総合的管理、⑥国際的協調

３．国、地方公共団体、事業者、国民の責務

４．海洋基本計画

政府は、海洋に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、海洋基本計画
を定めなければならない。

５．海洋に関する国の基本的施策
①海洋資源の開発及び利用の推進、②海洋環境の保全、③排他的経済水域等の開
発等の推進、④海上輸送の確保、⑤海洋の安全の確保、⑥海洋調査の推進、⑦研
究開発の推進、⑧海洋産業の振興、⑨沿岸域の総合的管理、⑩離島の保全等、⑪
国際協力の推進、⑫海洋に関する国民の理解増進

６．海洋政策担当大臣の設置

７．総合海洋政策本部の設置

海洋政策を集中的かつ総合的に推進するため、内閣に、総合海洋政策本部を置く。

表―1
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振
興
、
海
洋
気
象
や
海
底
地
形
の
調
査

な
ど
、
海
洋
政
策
の
多
く
の
分
野
を
所

管
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
昨
年
６
月
に

い
ち
早
く
国
土
交
通
省
と
し
て
独
自
に

海
洋
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
の
基
本

認
識
と
基
本
的
な
施
策
の
方
向
及
び
施

策
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的

考
え
方
を
「
国
土
交
通
省
海
洋
・
沿
岸

域
政
策
大
綱
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
る

と
と
も
に
、
昨
年
７
月
に
事
務
次
官
を

本
部
長
と
す
る
「
国
土
交
通
省
海
洋
・

沿
岸
域
政
策
推
進
本
部
」
を
設
置
し
た
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
で
は
、
海
洋
基

本
法
に
基
づ
き
必
要
な
施
策
を
立
案
・

推
進
し
て
い
く
た
め
、
上
述
の
国
土
交

通
省
海
洋
・
沿
岸
域
政
策
推
進
本
部
の

長
で
あ
る
事
務
次
官
が
主
催
す
る
懇
談

会
と
し
て
、
本
年
６
月
か
ら
、
海
洋
政

策
に
関
す
る
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
12

名
の
学
識
経
験
者
等
に
参
画
い
た
だ
き
、

海
洋
・
沿
岸
域

政
策
懇
談
会
を

開
催
し
て
お
り
、
６
月
下
旬
に
開
催
し

た
第
３
回
懇
談
会
で
は
、
海
洋
・
沿
岸

域
に
関
す
る
課
題
を
整
理
し
て
い
た
だ

い
た
。
現
在
、
整
理
い
た
だ
い
た
課
題

（
表
―
２
）
を
踏
ま
え
、
海
洋
基
本
法
が

掲
げ
る
「
新
た
な
海
洋
立
国
」
を
実
現

す
る
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

海
洋
政
策
は
広
範
に
わ
た
る
も
の
で

あ
り
、
我
が
国
で
も
多
く
の
省
庁
が
関

係
し
て
い
る
中
、
今
後
、
海
洋
基
本
法

に
基
づ
き
政
府
一
体
と
な
っ
て
戦
略
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
と
な
る
が
、
海
洋
政
策
の

多
く
の
分
野
を
担
っ
て
い
る
国
土
交
通

省
と
し
て
も
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

特
集

図－２／
海洋政策の推進体制
表－２／
海洋・沿岸域政策懇談
会で提示された課題
（抜粋）

海洋・沿岸域政策懇談会で提示された課題（抜粋）

１．海洋環境の保全（法第18条関係）

・貴重な自然等を保全するための国連海洋法条約等に基づく特別敏感水
域等の導入

２．排他的経済水域等の開発等の推進（法第19条関係）

・排他的経済水域等の管理等に関する国内法制の整備

３．海上輸送の確保（法第20条関係）

・トン数標準税制の導入等による日本船舶の確保、日本人船員の確保、
日本船社や我が国港湾の国際競争力の強化

４．海洋の安全の確保（法第21条関係）

・領海警備等に関する法制の整備や海上保安庁の充実
・地球温暖化に伴う海面上昇に対応した海岸、港湾施設の改修

５．海洋調査の推進（法第22条関係）

・モニタリング体制の強化及びデータ管理・提供システムの確立

６．海洋科学技術に関する研究開発の推進等（法第23条関係）

・海洋産業立国を実現するための基盤技術開発に対する公的資金の投入

７．海洋産業の振興及び国際競争力の強化（法第24条関係）

・海洋調査に関する産業、海洋に係る循環型産業等の振興

８．沿岸域の総合的管理（法第25条関係）

・管理権限や責任の帰属等を明確にした沿岸域管理に関する法制の整備

９．離島の保全等（法第26条関係）

・無人島を含む離島の保全、振興

10．国際連携・国際協力の推進（法第27条関係）

・国際海峡、海洋環境保護、海上交通安全等に関する協力促進

11．海洋に関する国民の理解の増進（法第28条関係）

・「海の日」の効果的な活用、海洋に関する教育の拡充

図―2

表―2
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平
成
１９
年
７
月
１６
日
１０
時
１３
分
頃
、
新
潟

県
上
中
越
沖
の
深
さ
約
１７
㎞
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
６
・
８
の
地
震
が
発
生

し
た
。
こ
の
地
震
を
気
象
庁
は
「
平
成
１９
年

（
２
０
０
７
年
）
新
潟
県
中
越
沖
地
震
」
と
命

名
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
り
新
潟
県
の
柏
崎
市
、
長
岡

市
、
刈
羽
村
、
長
野
県
の
飯
綱
町
で
震
度
６
強
、

新
潟
県
の
上
越
市
、
小
千
谷
市
、
出
雲
崎
町
で

震
度
６
弱
を
観
測
す
る
な
ど
新
潟
県
を
中
心
に

強
い
揺
れ
が
各
地
を
襲
っ
た
。
震
度
の
広
が
り

を
示
す
推
計
震
度
分
布
図
を
図
―
１
に
示
す
。

ま
た
、こ
の
地
震
で
弱
い
津
波
が
観
測
さ
れ
、

最
も
高
い
津
波
が
観
測
さ
れ
た
の
は
柏
崎
で
３２

㎝
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
震
に
よ
る
被
害
は
死
者
１１
名
、
負
傷

者
１
９
８
９
名
、
住
家
全
壊
９
９
３
棟
、
半
壊

３
２
８
６
棟
、
一
部
破
損
３
５
０
８
６
棟
（
消

防
庁
発
表：

平
成
１９
年
８
月
２７
日
１６
時
００
分
現

在
）
の
地
震
被
害
と
な
っ
た
。
特
に
柏
崎
港
は

図
―
１
の
通
り
、
震
源
（
図
中
×
の
地
点
）
に

近
く
、
港
湾
施
設
の
上
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
亀

裂
、
エ
プ
ロ
ン
及
び
背
後
用
地
の
沈
下
等
、
甚

大
な
被
害
を
伴
っ
た
。

財
団
法
人
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
７

月
27
日
（
金
）
に
柏
崎
港
を
中
心
と
し
た
港
湾

施
設
等
の
被
災
状
況
を
調
査
し
た
（
図
―
２
）。

本
報
告
で
は
ま
ず
地
震
の
揺
れ
の
方
向
性
と

岸
壁
等
の
移
動
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
後
、

各
埠
頭
等
の
詳
細
な
被
災
状
況
を
報
告
す
る
。

1.
地
震
の
揺
れ
の
方
向
性
と
岸
壁
等
の
移
動

（
１
）
岸
壁
等
の
被
災
状
況

岸
壁
等
が
移
動
し
残
留
変
位
が
生
じ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
箇
所
を
図
―
２
（
赤
線
部
）
に

示
す
。
被
災
状
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

・
西
埠
頭：

先
端
部
の
護
岸
に
若
干
の
移
動
が

確
認
さ
れ
た
（
写
真
―
１
）。

・
中
央
埠
頭：

埠
頭
全
体
に
わ
た
っ
て
物
揚
場

の
移
動
が
確
認
さ
れ
、
特
に
西
側
物
揚
場
に

お
い
て
残
留
変
位
が
顕
著
で
あ
っ
た
（
西
側

物
揚
場：

写
真
―
２
、
沖
側
護
岸：

写
真
―

３
、
東
側
物
揚
場：

写
真
―
４
）。

・
東
埠
頭：

沖
側
護
岸
の
西
側
で
移
動
が
確
認

図－2 柏崎港岸壁被災位置図（国土地理院HPより）

写真－3 中央埠頭　沖側護岸の移動

写真－4 中央埠頭　東側物揚場の移動

図－1 推計震度分布図（気象庁ＨＰより，震源マーク強調）

写真－1 西埠頭　沖側護岸の移動状況

写真－2 中央埠頭　西側物揚場の移動

写真－5 東埠頭　沖側護岸の移動
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さ
れ
た
（
写
真
―
５
）。
ま
た
、
港
奥
の
物

揚
場
の
西
側
で
移
動
が
確
認
さ
れ
た
（
写
真

―
６
）。

・
中
浜
埠
頭：
東
側
で
岸
壁
の
崩
壊
、
移
動
が

確
認
さ
れ
た
（
写
真
―
７
）。
こ
の
箇
所
は

調
査
し
た
中
で
最
も
被
害
が
大
き
な
箇
所
と

思
わ
れ
る
。

（
２
）
地
震
に
よ
る
揺
れ
の
向
き
と

被
災
状
況
と
の
関
係

最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
直
下
型
の
大
地
震

の
揺
れ
の
向
き
に
は
一
定
の
法
則
が
あ
り
、
断

層
の
種
類
に
よ
ら
ず
、
震
源
の
近
く
で
は
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
断
層
と
直
交
す
る
方
向
の
揺
れ

が
卓
越
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

図
―
３
に
中
越
沖
地
震
の
震
央
分
布
図
を
示

す
。
こ
の
図
に
示
さ
れ
る
通
り
、
本
震
・
余
震

の
分
布
状
況
か
ら
、
断
層
の
向
き
は
ほ
ぼ
海
岸

線
に
平
行
し
、
北
東
―
南
西
に
伸
び
る
震
源
断

層
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
図
―
２
に
示
す
岸
壁
の
被
災
状
況
を

見
る
と
、
沖
側
に
面
す
る
岸
壁
の
被
災
が
目
立

つ
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
沖
側
に
面
す
る
岸
壁

は
震
源
断
層
の
向
き
と
ほ
ぼ
平
行
で
あ
り
、
そ

の
直
角
方
向
に
激
し
い
揺
れ
が
生
じ
る
こ
と
で

被
災
が
集
中
し
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。当

然
、
施
設
の
構
造
や
老
朽
度

な
ど
、
他
の
要
因
も
十
分
に
考
え

ら
れ
る
の
で
断
定
は
出
来
な
い

が
、
今
後
の
詳
し
い
調
査
、
研
究

が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2.
岸
壁
以
外
の
被
災
状
況

(1)
柏
崎
港
（
西
埠
頭
）

西
埠
頭
で
は
防
波
堤
に
つ
な
が
る
斜
路
の
部

分
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
版
の
陥
没
（
写
真
―
８
）

や
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
破
損
が
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
こ
に
位
置
す
る
船
着
き
場
周
辺
の
イ

ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
が
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
不
等
沈
下
し
て
い
る
状
況
が
確
認
さ
れ

た
（
写
真
―
９
、
１０
）。

写真－7 中浜埠頭　沖側岸壁の移動

写真－9 インターロッキングブロック被災(1)

写真－10 インターロッキングブロック被災(2)

写真－8 コンクリート版の陥没

図－3 震央分布図（気象庁HPより）

写真－6 東埠頭物揚場の移動
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(2)
柏
崎
港
（
中
央
埠
頭
）

中
央
埠
頭
で
は
東
側
岸
壁
で
一
様
に
岸
壁
背

後
地
盤
が
約
55
㎝
沈
下
し
て
い
た
（
写
真
―

１１
）。また

、
沖
側
岸
壁
で
も
同
様
に
最
大
で
約
80

㎝
ほ
ど
の
沈
下
が
認
め
ら
れ
た
（
写
真
―
１２
）。

(3)
柏
崎
港
（
東
埠
頭
）

東
埠
頭
で
も
エ
プ
ロ
ン
部
で
一
様
に
沈
下
に

よ
る
段
差
が
生
じ
て
い
た
（
写
真
―
１３
）。

(4)
そ
の
他

柏
崎
港
以
外
で
は
以
下
の
３
カ
所
で
被
災
状

況
の
調
査
を
行
っ
た
。

・
出
雲
崎
漁
港：

護
岸
に
若
干
の
ク
ラ
ッ
ク
が

認
め
ら
れ
る
が
、
顕
著
な
被
害
は
生
じ
て
い

な
か
っ
た
。
ま
た
、
新
聞
等
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
た
が
海
底
面
下
に
あ
っ
た
化
石
化
し
か

か
っ
た
大
量
の
古
木
が
底
引
網
で
捕
獲
さ

れ
、
港
内
岸
壁
に
保
管
さ
れ
て
い
た
（
写
真

―
１４
）。

・
石
地
漁
港：

被
害
ら
し
き
も
の
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

・
柏
崎
マ
リ
ー
ナ：

斜
路
周
辺
の
被
災
に
よ
り

上
下
架
施
設
用
ウ
イ
ン
チ
が
使
用
不
可
能
と

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
広
範
囲
に
わ
た
り
エ

プ
ロ
ン
の
沈
下
（
写
真
―
１５
）
等
が
認
め
ら

れ
た
。

な
お
、
軽
微
な
被
災
の
柏
崎
港
中
浜
埠
頭
に

は
海
上
自
衛
隊
の
艦
船
が
着
岸
・
係
留
し
、
支

援
物
資
の
貯
蔵
と
分
配
の
た
め
に
多
く
の
自
衛

隊
車
両
が
展
開
さ
れ
て
い
た（
写
真
―
１６
）。
被

災
が
軽
微
な
埠
頭
の
存
在
が
円
滑
な
被
災
地
支

援
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

平
成
19
年
３
月
２５
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
か
ら
数
え
て
、
わ
ず
か
３
カ
月
半
し
か
経

過
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う

な
大
地
震
が
発
生
し
柏
崎
市
を
中
心
に
甚
大
な

被
害
が
生
じ
た
。

２
年
前
の
中
越
地
震
や
今
年
の
能
登
半
島
地

震
と
中
越
沖
地
震
を
起
こ
し
た
地
盤
の
ひ
ず
み

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
こ

の
よ
う
な
地
域
に
蓄
積
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
原

因
に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
か
ら
の
地
震
対
策
を
考
え
る
に
当
た

っ
て
は
、
今
後
起
き
る
可
能
性
の
あ
る
地
域
と

地
震
規
模
、
状
況
に
よ
っ
て
は
津
波
の
発
生
の

可
能
性
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
地
震
断
層
の
詳
細
な
調
査
と
地

震
特
性
の
調
査
研
究
の
進
展
が
待
た
れ
る
。

今
回
の
調
査
に
あ
た
り
、
国
土
交
通
省
北
陸

地
方
整
備
局
新
潟
港
湾
空
港
技
術
調
査
事
務

所
、
新
潟
県
柏
崎
マ
リ
ー
ナ
よ
り
多
大
な
協
力

を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
た
い
。

写真－12 沖側岸壁近傍の沈下 写真－11 東側岸壁近傍の沈下

写真－16 自衛隊災害派遣部隊

写真－15 エプロンの沈下

写真－13 エプロンの沈下写真－14 地震で浮き上がった大量の古木

■
文
責
／（
財
）沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
　

理
　
　
　
事
　
高
山
　
知
司

調
　
査
　
役
　
岡
　
　
　
良

主
任
研
究
員
　
安
藤
　
　
誠

伊
部
　
知
徳
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海
を
ど
う
利
用
す
べ
き
か

村
田

本
日
は
我
が
国
が
海
洋
問
題
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
よ
い

の
か
、
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
伺
い

ま
す
。

私
ど
も
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

（
以
下「
沿
岸
セ
ン
タ
ー
」と
す
る
）
は
、

そ
の
設
立
目
的
と
し
て
沿
岸
域
、
特
に
海
洋
の

開
発
、
利
用
、
保
全
及
び
防
災
を
テ
ー
マ
に
研

究
を
行
い
、
国
民
生
活
の
安
定
・
向
上
に
寄
与

す
る
と
い
う
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
昭
和
５８

年
に
公
益
法
人
と
し
て
発
足
し
、
当
初
か
ら

「
海
洋
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
入
れ
て
研
究
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
う
は
言
い

な
が
ら
も
こ
れ
ま
で
の
２０
年
以
上
の
歴
史
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
実
は
海
洋
に
直
接
真
っ

向
か
ら
取
り
組
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
ま
り
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
関
心
の

焦
点
は
陸
と
海
岸
線
の
周
辺
で
人
間
活
動
の
場

と
し
て
の
沿
岸
域
に
研
究
活
動
の
重
点
が
置
か

れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
洋
上
風
力
発
電
や
波
力
発
電
な

ど
海
洋
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
に
も
取
り
組
ん

で
き
て
お
り
ま
し
て
、
最
近
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
波
浪

計
を
津
波
予
報
や
波
浪
調
査
に
活
用
す
る
た
め

の
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
の
と

こ
ろ
、
海
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
部
分
が

あ
り
ま
す
。
食
料
の
自
給
率
が
低
下
し
て
い
る

こ
と
、
あ
る
い
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
の
解

決
策
の
一
つ
と
し
て
海
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
我
が

国
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
テ
ー
マ
で
、
こ
れ

ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
機
関
で
議
論
さ
れ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

本
年
７
月
に
海
洋
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
環

境
問
題
で
は
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
第
４
次
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
本
日
は
こ
う
し
た
時
宜
を
捉
え
、
海

の
環
境
や
生
物
に
ご
造
詣
の
深
い
谷
口
旭
教
授

CDIT鼎談

沿岸の未来を見据えて

新しい地球環境時代における
海洋利用について

（財）沿岸技術研究センター
理事長　村田 進

谷口旭氏
東京農業大学生物産業学部教授

東北大学名誉教授

都市化･工業化の発展とともに自然環境は大きく変化しつつあり、今日抱えるエネルギー消費や地球温暖化
などの問題は、今後の人類の持続可能な開発の足枷となることが現実のものとなろうとしている。その解決
の可能性がもっとも高い空間として、人々が生活･利用していた陸域と沿岸域に留まらず、地球上の２／３以
上を占める海洋に目を向けていく必要があると考える。
折しも、国際海洋法条約が発効され10年以上が経ち、本年７月に我が国において新たな海洋立国を目指して
海洋政策の基本理念が明示された「海洋基本法」が施行され、海洋に関する総合的な政策が展開できる環境
が形成されたところである。
今回の鼎談では、現状の環境･技術を踏まえ、真の海洋国とは、水産分野のとの協調性、今後の研究への取
り組みなど、我が国の海洋生物学の権威でもある谷口旭教授と港湾行政を含め長く海洋土木に携われている
久田安夫理事長をお招きして、新しい地球環境時代に対応した海洋利用についてお話を伺った。

久田安夫氏
NPO法人海ロマン21理事長
（株）ゼネシス取締役会長
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と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
海
ロ
マ
ン
２１
を
主
宰
し
、
海
洋
開
発

の
利
活
用
の
あ
り
方
を
研
究
さ
れ
て
お
ら
れ
る

久
田
安
夫
理
事
長
の
お
二
人
に
我
が
国
の
海
洋

開
発
利
用
や
保
全
の
あ
り
方
を
、
私
ど
も
沿
岸

セ
ン
タ
ー
の
役
割
も
交
え
ま
し
て
、
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
７
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
海
洋

基
本
法
に
つ
い
て
は
、
谷
口
先
生
が
日
本
学
術

会
議
で
ま
と
め
ら
れ
た
（
※
）
包
括
的
海
洋
政
策

と
し
て
の
提
言
が
、
海
洋
基
本
法
制
定
に
大
変

寄
与
さ
れ
た
と
う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
。
我
が

国
に
お
け
る
海
洋
分
野
へ
の
取
り
組
み
は
本
来

ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
海
洋
基
本
法
の
今
後

の
あ
り
方
も
含
め
ま
し
て
お
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

※
第
１９
期
日
本
学
術
会
議：

海
洋
科
学
研
究
連
絡
委
員

会
が
と
り
ま
と
め
、
学
術
会
議
内
の
審
査
（
最
終
審

査
は
２
０
０
５
年
７
月
２１
日
）
を
経
て
「
海
洋
に
係

わ
る
学
術
の
総
合
的
推
進
の
必
要
性
―
包
括
的
海
洋

政
策
策
定
へ
の
提
言
」
と
し
て
発
表
し
た
も
の
。

真
の
海
洋
国
に
な
る
た
め
に

谷
口

海
へ
の
取
り
組
み
と
い
う
こ
と
で
す
け

れ
ど
も
、
日
本
は
完
全
に
海
に
囲
ま
れ
て
お
り

ま
し
て
、
こ
う
し
た
国
は
先
進
国
で
は
イ
ギ
リ

ス
と
日
本
ぐ
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
日
本
は
自
然
環
境
、
気
候
あ
る
い
は

風
土
も
含
め
ま
し
て
完
全
に
海
に
支
配
さ
れ
て

い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
村
田
理
事
長
が
お
話
し
さ
れ
た
我
が
国

の
食
料
自
給
率
が
落
ち
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

何
を
意
味
す
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
外
国
か
ら

の
輸
入
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
輸
入
手
段
も
海
上
船
舶
を
通
じ
て
で
す
し
、

日
本
人
の
も
の
の
考
え
方
、
食
生
活
も
強
く
海

に
影
響
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ど
の
側

面
か
ら
見
て
も
日
本
人
に
と
っ
て
海
の
存
在
は

大
変
重
要
な
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
海
洋
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
の

が
本
年
７
月
と
い
う
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
国
と
し
て
海
洋
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
姿

勢
は
先
進
国
で
は
最
も
遅
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

中
国
、
韓
国
で
は
そ
の
よ
う
な
海
洋
体
制
と
い

い
ま
す
か
、
行
政
の
仕
組
み
を
こ
こ
１０
年
ぐ
ら

い
の
間
に
つ
く
り
ま
し
て
、
研
究
や
教
育
を
含

め
た
全
て
の
面
で
力
を
入
れ
始
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
見
て
、
さ
す
が
に
日
本
も
ち
ょ
っ
と
慌

て
て
き
た
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

私
が
委
員
を
し
て
い
た
日
本
学
術
会
議
で
は

国
の
重
要
政
策
と
し
て
海
洋
基
本
法
を
つ
く
る

こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
日
本
学

術
会
議
は
人
文
科
学
か
ら
理
工
医
学
ま
で
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
方
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
海
洋
に
関
係
し
た
教

育
、
研
究
を
担
当
し
て
い
る
人
が
お
り
、
海
洋

に
関
す
る
委
員
会
と
し
て
海
洋
科
学
研
究
連
絡

委
員
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
議
論

を
進
め
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
日
本
の

海
洋
開
発
の
足
か
せ
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

ま
ず
、
日
本
の
学
術
研

究
費
、
科
学
研
究
費
の
中

に
海
洋
学
を
中
心
に
し
た

科
目
が
無
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
外
国
か
ら
見
ま
す

と
大
変
に
不
思
議
に
思
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

海
洋
基
本
法
の
よ
う
な
法

律
を
持
っ
て
い
る
国
で
は
、

海
洋
は
非
常
に
大
き
な
テ

ー
マ
に
な
っ
て
い
て
、
天

文
、
極
地
、
地
球
と
い
っ

た
ビ
ッ
グ
サ
イ
エ
ン
ス
の

一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て

い
ま
す
が
、
我
が
国
に
は

そ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
海
洋
行
政
部
署

が
数
多
く
の
省
庁
に
分
散

し
て
い
て
、
い
わ
ゆ
る
縦

割
の
弊
害
が
ひ
ど
く
大
き
い
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
行
政
体
制
を
整
え
て
い
る
国
と
海
洋
を

巡
っ
て
論
議
す
る
と
、
日
本
の
主
張
は
発
言
に

力
が
無
く
破
綻
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
上
日

本
で
は
海
を
知
る
科
学
が
な
か
な
か
発
達
せ
ず
、

ど
こ
か
隙
間
に
入
っ
て
細
々
と
研
究
し
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
を
い

つ
ま
で
も
や
っ
て
い
て
、
本
当
に
海
洋
国
に
な

れ
る
の
か
と
い
う
大
き
な
不
安
が
あ
り
、
包
括

的
な
海
洋
基
本
法
を
制
定
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
訴
え
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
は
日
本
学
術
会
議
の
意
見
だ
け

で
は
な
く
て
、
か
な
り
の
識
者
の
方
が
仰
っ
て

い
ま
す
け
れ
ど
、
日
本
は
島
国
で
海
に
囲
ま
れ

た
国
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
海
洋
国
に
は
な
り

得
て
い
な
い
。
海
を
き
ち
ん
と
利
用
し
よ
う
と

せ
ず
、
海
を
単
な
る
軋
轢
を
生
じ
か
ね
な
い
隣

国
と
の
間
の
バ
リ
ア
で
あ
る
と
い
う
ぐ
ら
い
に

し
か
見
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す

か
ら
国
民
の
海
に
対
す
る
関
心
を
変
え
る
、
見

方
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
な
い
と
い

け
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
初
等
教
育
か
ら
先
端

的
な
海
洋
科
学
技
術
ま
で
、
海
を
ず
っ
と
一
貫

し
て
ど
う
扱
う
か
と
い
う
こ
と
を
、
真
剣
に
論

議
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
提
案
し
て

き
た
わ
け
で
す
。

村
田

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
本
が

他
国
に
遅
れ
て
一
番
最
後
に
な
っ
て
、
よ
う
や

く
海
洋
に
関
わ
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
お
話
は
、
私
も
全
く
同
じ
思
い
で

す
。
だ
い
ぶ
前
に
私
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
会
議
に
出

席
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に

感
じ
た
こ
と
は
、
各
国
の
行
政
の
組
織
体
制
が

毎
年
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
し
た
。

出
席
し
て
い
た
方
は
同
じ
で
す
が
そ
の
出
席
者

の
所
属
が
変
わ
っ
て
い
く
。
例
え
ば
韓
国
で
は

順位 　　　   国　名　　　　      国土 　　 海洋 　　合計 　   海洋／国土 

 １ ロシア 17,075 4,400 21,475 0.26 

 ２ アメリカ 9,629 7,621 17,250 0.79 

 ３ オーストラリア 7,741 7,009 14,750 0.91 

 ４ カナダ 9,971 4,699 14,670 0.47 

 ５ ブラジル 8,514 3,169 11,683 0.37 

 ６ 中国 9,597 964 10,561 0.10 

 ７ インドネシア 1,905 5,410 7,315 2.84 

 ８ インド 3,287 2,015 5,302 0.61 

 ９ ニュージーランド 271 4,835 5,106 17.84 

 10 日本 378 4,470 4,848 11.83 

 11 メキシコ 1,960 2,852 4,812 1.46 

 12 ポルトガル 92 3,912 4,004 42.52 

 13 アルゼンチン 2,780 1,164 3,944 0.42 

 14 チリ 757 2,288 3,045 3.02 

 15 ノルウェー 324 2,025 2,349 6.25 

 16 スペイン 506 1,219 1,725 2.41 

  

  イギリス 243 940 1,183 3.87 

  フランス 552 489 1,041 0.89 

  スウェーデン 450 155 605 0.34 

  ドイツ 357 50 407 0.14 

  韓国 100 348 448 3.48 

  フィンランド 338 98 436 0.29 

  オランダ 42 186 228 4.43 

 （単位：1,000km２） 

表－１　各国における国土と海洋の面積について

（出典：海洋の面積はシップ・アンド・オーシャン財団刊行の2004年版 海洋白書及びア
メリカ国務資料の日本語訳（（社）海洋産業研究会資料）より作成。国土の面積は、（財）世界
の動き社刊行の2005年版世界の国一覧表より作成）
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海
洋
水
産
部
が
ち
ょ
う
ど
で
き
た
こ
ろ
で
し
た

が
、
そ
れ
以
降
は
海
洋
へ
の
取
り
組
み
が
国
際

面
も
含
め
て
、
主
張
、
発
信
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
港
湾
の
整
備
も
ど
ん

ど
ん
進
み
始
め
ま
し
た
。
国
と
し
て
海
洋
や
港

湾
に
力
を
入
れ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
大
き
く

変
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
取
り
組
み
方
次
第
で
、

先
ほ
ど
先
生
が
仰
っ
た
国
際
問
題
の
分
野
で
も

大
き
く
変
化
す
る
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
、
と

い
う
感
じ
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。

今
後
は
日
本
で
も
国
土
交
通
大
臣
が
海
洋
担

当
大
臣
を
兼
務
し
、
政
府
全
体
と
し
て
進
め
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
機
会
に

で
き
る
だ
け
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

久
田
さ
ん
は
、
海
洋
利
用
の
活
動
を
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
視
点
で
、
海
洋
基

本
法
の
取
り
組
み
姿
勢
、
課
題
に
つ
い
て
、
お

話
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

海
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

日
本
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

久
田

今
、
谷
口
先
生
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、

日
本
は
本
当
に
海
洋
国
家
と
し
て
の
地
理
的
条

件
を
備
え
て
い
る
国
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

海
洋
国
家
か
ど
う
か
の
物
差
し
と
し
て
、
国
土

の
面
積
に
比
べ
て
所
管
す
る
海
洋
の
面
積
が
何

倍
あ
る
か
、
ま
た
国
土
の
面
積
と
海
洋
の
面
積

を
加
え
た
も
の
を
上
位
か
ら
順
番
に
並
べ
る
と

日
本
は
ど
の
位
置
に
来
る
か
、
と
い
う
こ
と
を

調
べ
て
み
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス

と
日
本
は
国
土
に
比
べ
て
何
倍
も
海
の
広
さ
が

あ
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、
韓
国
な
ど
も

上
位
に
来
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
や
は

り
日
本
は
群
を
抜
い
て
、
国
土
に
比
べ
て
海
の

所
管
面
積
が
広
い
の
で
す
（
表
―
１
）。

国
土
の
面
積
だ
け
だ
と
世
界
で
６０
番
目
、
ア

メ
リ
カ
や
中
国
の
２０
分
の
１
ほ
ど
で
大
変
小
さ

い
。
だ
け
ど
、
所
管
す
る
海
と
国
土
を
合
わ
せ

た
面
積
で
ア
メ
リ
カ
や
中
国
と
比
較
す
る
と
あ

ま
り
遜
色
が
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

の
４
分
の
１
、
中
国
の
２
分
の
１
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
迫
っ
て
き
ま
す
。

今
、
日
本
の
人
口
は
１
億
３
０
０
０
万
人
弱

で
、
世
界
で
１０
番
目
ぐ
ら
い
で
す
。
今
後
、
日

本
の
人
口
が
減
っ
て
１
億
人
を
切
っ
た
と
し
て

も
、
今
の
国
土
だ
け
で
は
生
活
し
て
い
け
な
い

で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
や
は
り
海
洋
国
家
ら

し
く
海
を
有
効
に
使
っ
た
形
で
進
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
い
う
感
じ
を
受
け
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
て
人
口
は
半
分
、
中

国
に
比
べ
る
と
人
口
は
１０
分
の
１
で
す
が
、
海

と
国
土
を
合
わ
せ
た
面
積
は
ア
メ
リ
カ
の
４
分

の
１
、
中
国
の
２
分
の
１
だ
と
し
ま
す
と
ず
っ

と
有
利
に
な
る
わ
け
で
す
。

村
田

日
本
は
海
を
使
っ
て
９９
％
の
物
質
を
輸

入
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
経
済
は
海
上
交
通
と

し
て
の
海
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
お

か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
海
の
中
は
ま
だ

全
然
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
他
の
国
の
レ

ベ
ル
に
も
全
然
達
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
ま

す
。
先
ほ
ど
各
国
の
陸
と
海
を
合
計
し
た
面
積

の
比
較
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
各
国

の
海
岸
線
の
長
さ
を
調
べ
て
比
較
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
や
は
り
日
本
は
ト

ッ
プ
テ
ン
ぐ
ら
い
に
入
る
ん
で
す
。
上
位
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
ア
ジ
ア
の
国
で
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
考
え
ま
す
と
、
ア
ジ
ア
の
国
々
は
、

海
岸
線
、
海
に
支
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
今
後
も
っ
と
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

谷
口

国
連
海
洋
法
条
約
で
２
０
０
海
里
の
制

度
を
日
本
も
批
准
し
た
と
き
、
日
本
政
府
の
執

っ
た
考
え
方
は
海
が
広
が
る
と
水
辺
防
衛
が
、

と
い
っ
て
守
り
に
入
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
し

か
し
、
例
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
は
、
非
常

に
し
た
た
か
で
、
広
く
な
れ
ば
な
っ
た
分
だ
け

外
国
と
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
切
り
札
を
持

っ
た
と
考
え
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
日
本
と
外
国
と
の
海
に
対
す
る
考
え
方
の
大

き
な
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
は
き
っ

と
鎖
国
の
所
為
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３
０
０
年
ぐ
ら
い
続
い
た
鎖
国
の
期
間
中
に
、

日
本
に
と
っ
て
海
は
防
衛
線
で
あ
る
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も

ち
ろ
ん
、
一
般
国
民
は
海
に
非
常
な
親
し
み
を

感
じ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
す
が
、
海
に
対

す
る
行
政
と
い
い
ま
す
か
、
国
の
取
り
組
み
は

国
民
と
乖
離
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

２
０
０
海
里
の
と
き
に
、
こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
だ

と
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
す
よ
。
日

本
の
水
産
が
世
界
の
海
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
、

海
上
防
衛
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
か
、
重

荷
を
背
負
う
よ
う
な
反
応
し
か
し
な
か
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。

発
展
的
に
海
を
活
用
し
て

課
題
を
解
決

村
田

初
等
教
育
段
階
か
ら
海
へ
の
関
心
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
、
と
い
う
お
話
が
谷

口
先
生
か
ら
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
そ
う

い
う
こ
と
が
大
切
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
小
さ
い

頃
か
ら
海
へ
の
関
心
を
持
つ
こ
と
で
親
し
み
を

持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
の
こ
と
が
海
へ
の
あ
こ

が
れ
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
発
展
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

久
田

そ
の
点
が
一
番
重
要
で
す
。
海
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、

国
民
に
海
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
親
し
み
を
持
っ
て
く
れ
な

い
と
駄
目
だ
と
思
い
ま
す
。

谷
口

日
本
海
洋
学
会
で
は
、
教
育
部
会
を
つ

く
っ
て
、
初
等
中
等
教
育
で
海
の
教
育
を
始
め

る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
海
に
関
す
る
こ
と
を
小
中
高
等
学
校
で
ほ
と

ん
ど
教
え
て
い
な
い
。
そ
れ
を
変
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

久
田

せ
っ
か
く
海
洋
基
本
法
が
で
き
て
、
内

閣
に
総
合
海
洋
政
策
本
部
も
発
足
し
た
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
総
合
的
な
海
洋
政
策
を
早

く
作
っ
て
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
場

合
の
お
願
い
と
し
て
、
担
当
さ
れ
る
方
々
は
ぜ

ひ
海
に
関
す
る
最
小
限
の
科
学
的
な
知
見
を
き

ち
ん
と
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
政

策
に
よ
っ
て
我
が
国
の
海
洋
の
基
本
的
な
方
向

が
決
ま
る
わ
け
で
す
か
ら
非
常
に
大
事
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
地
球
上
で
日
本
の
置
か
れ
て
い

る
立
場
を
十
分
理
解
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
が
出
ま
し

た
が
、
食
糧
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
の
問
題
は
、

今
後
２０
〜
３０
年
先
、
あ
る
い
は
２
０
５
０
年
ご

ろ
ま
で
に
、
世
界
中
の
人
類
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
危
機
と
し
て
迫
っ
て
き
ま
す
。
人
間
の

生
活
に
必
須
の
も
の
が
非
常
な
速
度
で
無
く
な

り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
政
策
を

進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
は
世
界
の
中
で
も
日
本

が
特
に
影
響
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
重
要
な

フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
認
識
し
て
い
る
必
要
が
あ

CDIT鼎談
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り
ま
す
。
日
本
の
食
料
自
給
率
は
非
常
に
低
く

４０
％
前
後
で
、
先
進
国
の
中
で
は
一
番
低
い
。

ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
は
１０
％
以
下
で
す
。

水
も
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
こ
と
を
考
え

る
と
半
分
は
輸
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
世
界
的
な
規
模
で
人
類
を
襲
っ
て
く

る
で
あ
ろ
う
危
機
は
、
人
類
全
体
に
襲
っ
て
く

る
前
に
ま
ず
日
本
に
襲
っ
て
く
る
と
考
え
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
近
、
東
京
大
学
の
小
宮
山
総
長
が
「
日
本

は
課
題
先
進
国
だ
」
と
仰
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

う
い
う
認
識
で
施
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
課
題
先
進
国
の
「
課
題
」
と
は
、
今
言

っ
た
よ
う
に
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
、

人
類
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
指

し
て
い
ま
す
。「
緊
急
な
課
題
が
あ
る
じ
ゃ
な
い

か
。
そ
う
い
う
課
題
の
先
進
国
が
日
本
だ
よ
」。

小
宮
山
総
長
が
仰
っ
て
い
る
こ
と
は
そ
う
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

村
田

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
日
本
人
自
ら
が

解
決
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
わ
け
で
す
ね
。

久
田

世
界
が
困
る
前
に
日
本
が
困
る
。
こ
の

認
識
を
海
洋
政
策
を
こ
れ
か
ら
つ
く
っ
て
い
た

だ
く
方
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
と
し
て
持
っ
て

い
て
、
実
行
し
て
ほ
し
い
、
そ
う
期
待
し
て
い

ま
す
。

村
田

管
理
型
の
海
洋
政
策
で
は
な
く
、
海
を

活
用
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い
く
、
本
当
に
科

学
者
も
技
術
者
も
そ
の
よ
う
に
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
で
す
ね
。

久
田

そ
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
認
識
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
私
は
そ

れ
を
解
決
す
る
だ
け
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
日
本

の
海
に
は
あ
る
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と
も
、
併
せ

て
理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

大
変
だ
と
言
う
だ
け
で
は
な
く
、「
確
か
に
大
変

だ
け
れ
ど
も
大
丈
夫
だ
よ
」
と
。
日
本
の
海
を

よ
く
知
り
、
上
手
に
活
用
す
れ
ば
、
課
題
解
決

で
き
る
、
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
世
界
の
海
、
あ
る
い
は
日

本
の
排
他
的
経
済
水
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
ど

れ
だ
け
あ
る
か
、
そ
う
い
う
知
見
を
ま
ず
持
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
田

仰
る
通
り
で
す
ね
。
で
も
現
実
は
ま
だ

十
分
調
べ
て
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。
例
え

ば
沖
ノ
鳥
島
は
、
現
地
に
行
く
だ
け
で
も
大
変

な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
が
、
あ
の
周
辺
が
ど
の

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
自
然
状
況

は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
調
べ
て
い

ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
の
谷
口
先
生
の
お
話
し
に
あ

っ
た
鎖
国
の
事
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本

は
３
海
里
以
遠
の
海
域
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
の

が
実
態
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な

背
景
か
ら
も
海
洋
の
調
査
体
制
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
す
が
、
現
実
は
調
査
費
も
減
少

す
る
傾
向
に
あ
っ
て
、
思
う
よ
う
な
調
査
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
。

谷
口

海
洋
に
関
係
す
る
研
究
船
も
明
ら
か
に

減
る
方
向
に
あ
り
ま
す
。
新
し
い
海
洋
基
本
法

が
で
き
て
、
基
本
計
画
を
つ
く
り
、
こ
れ
か
ら

日
本
は
海
洋
に
ど
う
取
り
組
む
か
、
と
い
う
論

議
を
し
て
い
る
と
き
に
、
節
約
型
の
政
策
だ
け

が
ど
ん
ど
ん
先
行
し
て
い
く
と
い
う
の
は
ち
ょ

っ
と
心
配
で
す
。

水
産
分
野
と
の
協
調
が
重
要

村
田

さ
て
、
海
洋
基
本
法
が
で
き
ま
し
て
海

洋
政
策
を
国
と
し
て
一
本
化
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
例
え
ば
水

産
分
野
と
港
湾
な
ど
社
会
資
本
整
備
と
の
協
調

も
従
来
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
し

て
一
層
力
を
入
れ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
逆
に
社
会
資
本
整
備
に
よ
っ
て
、

水
産
に
悪
影
響
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
は
今
後

と
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

沿
岸
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従
来
よ
り
そ
の
よ
う

な
こ
と
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
が
あ
り
、
水
産

協
調
型
の
港
湾
施
設
に
も
力
を
入
れ
て
き
て
い

ま
す
。
例
え
ば
関
西
国
際
空
港
で
は
、
護
岸
に

藻
が
付
着
し
や
す
い
構
造
の
緩
傾
斜
護
岸
を
採

用
し
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
に
藻
場
が
で
き
た
こ

と
で
魚
が
相
当
数
棲
み
つ
い
て
い
る
と
い
う
話

を
聞
き
ま
す
。
ま
た
全
国
の
海
岸
整
備
は
面
的

防
護
工
法
と
言
い
ま
し
て
、
で
き
る
だ
け
砂
浜

を
残
し
た
り
、
自
然
に
近
い
形
の
防
護
機
能
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
こ
れ
も
環

境
協
調
型
の
港
湾
づ
く
り
の
一
環
で
す
が
、
シ

ー
ブ
ル
ー
と
申
し
ま
し
て
港
湾
や
航
路
整
備
で

発
生
す
る
浚
渫
土
を
有
効
活
用
し
て
干
潟
を
造

成
す
る
よ
う
な
複
合
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、沿
岸
セ
ン
タ
ー
で
は
国
土
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
と
一
緒
に
、
民
間
の
優
秀
な
技
術

を
国
土
交
通
大
臣
が
表
彰
す
る
国
土
技
術
開
発

賞
の
事
務
局
も
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
昨
年

の
入
賞
技
術
の
一
つ
に
ア
マ
モ
場
再
生
手
法
が

あ
り
ま
す
。
ア
マ
モ
の
再
生
技
術
を
開
発
し
、そ

れ
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
中
心
と
し
た
市
民
と
一
緒
に
、

全
国
に
ア
マ
モ
場
再
生
活
動
を
行
っ
て
い
る
と

い
う
手
法
に
、
賞
を
差
し
上
げ
て
、
表
彰
い
た
し

ま
し
た
。

水
産
と
の
協
調
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
そ
う

し
た
取
り
組
み
も
し
て
は
い
る
の
で
す
が
、
そ

図－2 関空2期空港島の藻場生育（出典：「関西国際空港 2期工事の概要」パンフレットより）

アマモ場再生に使用されるアマモシート。アマモの種子
をヤシマット、生分解性不織布、菱形金網ではさみ込む。
協働作業に適しており、ダイバー作業が少なく、効率的、
経済的、環境に配慮した工法。

図－１　多様な主体とのパートナーシップ構築によるアマモ場再生手法（第8回国土技術開発賞より）
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れ
で
本
当
に
水
産
協
調
を
し
て
い
る
と
言
え
る

の
か
な
と
、
私
な
り
に
心
許
な
い
部
分
も
感
じ

て
お
り
ま
す
。
水
産
と
社
会
資
本
整
備
の
協
調

と
い
う
視
点
で
今
後
ど
う
い
う
方
向
が
考
え
ら

れ
ま
す
か
。

谷
口

第
一
の
前
提
と
し
て
、
生
物
の
現
象
と

い
う
の
は
非
常
に
複
雑
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
港
湾
構
造
物
を
造
っ
た
ら
、
何
と
い
う

魚
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
起
こ
る
か
。
そ
れ
が

実
験
室
な
ら
ば
、
か
な
り
単
純
な
答
え
と
し
て

出
て
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
実
際
の
自
然
界
で
は
、

生
態
系
は
非
常
に
複
雑
で
す
か
ら
予
測
が
つ
き

ま
せ
ん
。

で
き
る
だ
け
正
確
な
知
見
を
持
ち
寄
っ
て
、

あ
ら
か
じ
め
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
も
、

必
ず
し
も
予
測
通
り
に
は
い
か
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
普
通

に
起
こ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
は
何
も
し

な
い
で
い
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
わ
け
に

も
い
か
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
最
近
は
む

し
ろ
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
順
応

的
管
理
手
法
と
い
う
形
で
事
業
を

進
め
る
方
向
が
一
般
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
申
し
ま
す
が
、
こ
う

な
る
だ
ろ
う
と
予
測
を
し
つ
つ
事

業
を
行
い
ま
す
。
予
測
通
り
に
い

か
な
か
っ
た
場
合
は
、
現
状
に
応

じ
て
や
り
方
を
変
え
て
い
く
。
そ

の
よ
う
な
手
法
し
か
、
お
そ
ら
く

な
い
と
思
う
ん
で
す
。

ま
た
、
水
産
が
海
の
中
で
ど
の

よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
か
。

こ
れ
は
大
変
重
要
で
す
。
急
激
な

人
口
増
に
よ
っ
て
、
陸
上
の
生
産

能
力
は
そ
ろ
そ
ろ
限
界
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
最
近
は
人

間
が
食
べ
る
食
料
生
産
だ
け
で
な

く
、
エ
タ
ノ
ー
ル
を
つ
く
る
た
め

の
栽
培
が
行
わ
れ
る
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
来
て
い
て
、
そ
う
な
る
と
海
の
食
料
へ

の
依
存
度
が
非
常
に
高
く
な
る
の
は
当
然
で
す
。

一
方
で
、
水
産
の
資
源
の
状
況
は
、
世
界
的

に
見
れ
ば
非
常
に
危
機
的
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
魚
は
ど
の
よ
う
な
種
類
で
も
食
べ
ら
れ
る

も
の
で
す
か
ら
、
各
国
で
の
漁
獲
高
が
高
く
な

っ
て
、
見
境
な
く
漁
獲
し
て
い
る
と
い
う
の
が

世
界
的
な
趨
勢
で
す
。

世
界
中
で
一
番
魚
を
食
べ
て
い
る
の
は
日
本

人
で
す
が
、
幸
か
不
幸
か
、
日
本
は
土
地
や
人

件
費
も
高
い
。
で
す
か
ら
、魚
も
外
国
か
ら
輸
入

し
た
方
が
安
い
ん
で
す
。
農
産
物
も
そ
う
で
す

が
、
そ
れ
で
食
料
の
自
給
率
が
下
が
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
日
本

と
し
て
食
料
生
産
の
あ
り
方
を
、
国
全
体
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
に
位
置
づ
け
て
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
港
湾
の
整
備
で

も
護
岸
を
水
産
生
物
の
生
産
の
場
と
い
う
視
点

で
捉
え
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
す
。

今
回
、
海
洋
基
本
法
が
で
き
て
省
庁
を
超
え

て
海
を
守
っ
て
い
く
、
海
を
利
用
す
る
と
い
う

方
向
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
水

産
や
生
態
系
の
人
た
ち
と
港
湾
や
土
木
系
の
人

た
ち
と
い
ろ
い
ろ
と
話
し
合
い
が
で
き
る
場
が

当
然
成
立
す
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
で
よ
い
道
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に

重
要
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

久
田
さ
ん
か
ら
お
話
の
あ
っ
た
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
に
関
し
て
、
日
本
学
術
会
議
で
今
議
論
し
て

い
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
は
生
物
の
多
様
性
を
損

な
わ
な
い
よ
う
な
土
木
工
事
の
取
り
組
み
が
重

要
だ
と
い
う
点
で
す
。
常
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

し
て
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
が
う
ま
く
い
っ
て

い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら

進
め
て
い
た
だ
く
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
い
う
の

は
、
お
金
も
時
間
も
か
か
り
な
か
な
か
理
解
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
何
か
重
大
な
こ
と

が
起
こ
っ
た
と
き
に
初
め
て
役
に
立
つ
わ
け
で

す
。
地
球
温
暖
化
問
題
で
も
、
二
酸
化
炭
素
が

こ
ん
な
に
増
え
た
こ
と
が
原
因
で
す
が
、
今
ま

で
二
酸
化
炭
素
を
営
々
と
計
測
し
て
き
た
人
が
、

今
に
な
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
ほ

と
ん
ど
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
よ
う
な
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
仕
事
を
も

っ
と
日
本
の
国
民
や
政
府
が
評
価
し
な
い
と
い

け
な
い
で
す
ね
。

村
田

久
田
さ
ん
は
海
に
関
係
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
研
究
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
最
近

の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
思
考
で

研
究
を
推
進

久
田

日
本
海
洋
学
会
の
前
会
長
の
角
皆
静
男

さ
ん
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
ロ
マ
ン
２１
の
副
理
事
長

を
や
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、そ
の
角
皆

さ
ん
を
中
心
に
海
ロ
マ
ン
２１
で
は
今
年
の
事
業

と
し
て
、「
海
洋
リ
テ
ラ
シ
ー
研
究
会
」
と
い
う

も
の
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
谷
口
先
生

に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

幸
い
海
ロ
マ
ン
２１
と
い
う
団
体
は
、
人
文
系
か

ら
自
然
科
学
系
、
土
木
系
も
造
船
系
も
含
め
て
、

い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
方
が
メ
ン
バ
ー
に
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
国
民
に
素
養
と
し
て
持

っ
て
い
た
だ
き
た
い
海
の
知
識
を
や
さ
し
く
理
解

で
き
る
よ
う
な
内
容
に
し
た
冊
子
を
今
年
か
ら
来

年
に
か
け
て
つ
く
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
、
日
本
と
し
て
一
番
必
要
な
こ
と
は
、そ

う
い
う
海
に
関
す
る
国
民
の
素
養
、
認
識
、
そ
う

い
う
も
の
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
読
み
や
す
く
て
、本
当
に
お
も
し
ろ

く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
資
料
を
ま
と
め
よ

う
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
先
ほ
ど
、「
海
を
上
手
に
活
用
す
れ
ば
、

解
決
で
き
る
よ
」、
と
申
し
ま
し
た
が
、
で
は
本

当
に
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
で
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
と
か
、
食
料
、
水
問
題
を
解
決
す

る
だ
け
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
の
か
ど
う
か

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

竹
内
良
夫
さ
ん
（
元
運
輸
省
港
湾
局
長
、
関
西

国
際
空
港
初
代
社
長
）
を
座
長
と
す
る
「
２１
世

紀
の
国
土
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会
」
と
い
う
研
究
組

織
が
で
き
、
昨
年
成
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

成
果
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
と
、
例
え
ば
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
す
と
、
海
洋
温
度
差
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
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海
流
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
洋
上
風
力
、
波
力
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
温
度
差
、
波
力
、
洋
上
風
力
、

海
流
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
全
部
合
わ
せ
ま
す

と
、
日
本
の
現
在
の
総
電
力
出
力
は
約
２
億
キ

ロ
ワ
ッ
ト
ぐ
ら
い
で
す
が
、
そ
の
程
度
の
電
力

は
海
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
え
る
、
潜
在
賦
存
量

と
し
て
は
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
言
っ
て
い
る
潜
在
賦
存
量
と
い
う
の
は
、

環
境
へ
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
与
え
な
い
持
続
性

の
あ
る
賦
存
量
の
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
環

境
を
考
え
た
賦
存
量
が
こ
れ
だ
け
あ
る
よ
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
内
訳
は
大
体
７
、
８
割

く
ら
い
は
温
度
差
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

ま
た
、
食
料
も
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の

方
を
初
め
、
専
門
家
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
研
究
し
た
結
果
、
今
の
日
本
の
消
費
量

で
あ
る
１
０
０
０
万
ト
ン
ぐ
ら
い
は
海
か
ら
の

生
産
で
大
丈
夫
だ
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

村
田

今
ご
指
摘
し
て
い
た
だ
い
た
お
話
は
、

課
題
先
進
国
で
あ
る
我
が
国
の
重
要
課
題
を
解

決
す
る
手
段
と
し
て
大
変
興
味
深
い
で
す
ね
。

久
田

し
か
し
、
実
施
す
る
場
合
は
資
金
面
も

そ
う
で
す
が
、
環
境
と
の
関
係
、
特
に
生
物
と

の
関
係
は
大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。

谷
口

今
は
地
球
環
境
全
体
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
残
っ
て
い
る
自

然
環
境
は
も
う
海
に
し
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
る
人
が
非
常
に
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
海
だ
け
は

何
と
か
今
の
ま
ま
保
つ
よ
う
に
し
な
い
と
、
本

当
に
人
間
の
生
存
も
危
う
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
例
え
ば

温
度
差
発
電
を
し
ま
す
と
、
栄
養
源
を
た
く
さ

ん
含
ん
で
い
る
冷
た
い
水
を
汲
み
上
げ
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
表
面
に
流
し
ま
す
と
、
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
増
え
て
魚
も
増
え
る
。
温
度
差
発
電
と

同
時
に
魚
の
増
殖
も
で
き
る
わ
け
で
す
。
そ
う

い
う
複
合
的
な
利
益
が
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
の

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
、
世
界
の
海
が

み
ん
な
親
潮
の
よ
う
な
豊
か
な
海
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
、
そ
れ
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。
国
際
的
に
見
る
と
そ
の
よ

う
な
意
見
の
方
が
強
い
。
で
す
か
ら
得
ら
れ
る

利
益
と
不
確
定
要
素
の
部
分
を
科
学
で
論
議
し
、

解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

久
田

２１
世
紀
の
国
土
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会
で
も
、

海
の
こ
れ
か
ら
の
活
用
を
進
め
る
と
き
に
一
番

大
事
な
の
は
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
考
え
方
が

必
要
と
の
認
識
で
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
は
い
ろ
い
ろ
と
解
釈

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
基
本
は
物
事
を
包
括

的
に
見
て
判
断
す
る
考
え
方
の
こ
と
で
す
。
で

す
か
ら
海
の
開
発
を
進
め
る
に
は
ホ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
思
考
を
非
常
に
強
く
持
つ
こ
と
が
重
要
で

す
。
谷
口
先
生
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
海
は
自

然
や
生
物
と
の
関
わ
り
が
非
常
に
強
い
の
で
そ

の
こ
と
は
本
当
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

沿
岸
域
を
超
え
て

村
田

さ
て
、
海
洋
基
本
法
の
あ
り
方
を
中
心

に
、
海
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
べ
き
か
、
教

育
問
題
、
水
産
と
の
協
調
も
含
め
て
お
話
を
う

か
が
っ
て
参
り
ま
し
た
。

私
ど
も
沿
岸
セ
ン
タ
ー
は
、
特
に
こ
れ
か
ら

は
海
洋
分
野
に
対
し
て
も
研
究
活
動
を
進
め
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

海
を
利
用
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
沿
岸
セ
ン

タ
ー
の
こ
れ
か
ら
の
役
割
や
課
題
に
つ
い
て
お

話
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

谷
口

本
日
の
話
は
、
海
の
存
在
は
人
間
に
と

っ
て
非
常
に
重
要
な
環
境
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
し
か
し
、
人
間
と
し
て
は
海
を
利
用
し
て

久米島 
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い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
で
す
か
ら
、
海
と
の
関
わ
り
方
の
問
題
に

な
る
の
で
す
が
、
沿
岸
セ
ン
タ
ー
は
そ
う
し
た

最
前
線
に
立
っ
て
研
究
し
て
い
る
機
関
だ
と
思

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
研
究
、
事
業
を
展
開

さ
れ
る
と
き
に
は
、
海
は
人
間
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
環
境
で
あ
る
、
と
い
う
視
点
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
と
思
う
の
で
す
。
た
だ
し
、
環

境
は
生
物
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
環
境
と
生
物
の
関
係
と
言
っ
た
場
合

に
、
こ
こ
で
言
う
「
生
物
」
の
一
般
的
な
捉
え

方
は
、
そ
の
中
の
１
種
類
、
人
間
の
こ
と
し
か

考
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ

ま
り
環
境
と
人
間
の
関
係
と
い
う
見
方
を
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
間
は
生
態

系
の
中
の
一
員
で
す
。
生
態
系
と
い
う
概
念
の

中
に
環
境
が
入
り
、
そ
の
中
に
人
間
も
入
っ
て

い
ま
す
。
人
間
に
と
っ
て
の
環
境
と
い
う
の
は

人
間
か
ら
見
た
環
境
で
す
の
で
、
海
と
い
う
と

き
は
海
を
切
り
離
す
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
海

の
中
に
棲
む
い
ろ
い
ろ
な
生
物
も
人
間
に
と
っ

て
は
環
境
で
あ
る
。
そ
う
い
う
視
点
、
感
覚
を

ぜ
ひ
大
事
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
冒
頭
に
、
沿
岸
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
が
沿
岸
域
中
心
だ
っ
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
、
と
村
田
理
事
長
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
人
間
の
生
活
に
と
っ
て
重

要
な
海
は
や
は
り
沿
岸
で
す
か
ら
、
沿
岸
を
中

心
に
研
究
し
て
き
た
と
い
う
の
は
当
然
だ
と
思

い
ま
す
。
沿
岸
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
と
外
洋

に
は
な
か
な
か
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
沿
岸

の
こ
と
を
本
気
で
知
ろ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
先

の
外
洋
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

そ
れ
は
だ
ん
だ
ん
そ
う
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
私
は
そ
う
い
う
意
味
で
沿
岸
か
ら
始
ま
っ

て
だ
ん
だ
ん
外
に
向
か
っ
て
、
外
海
に
向
か
っ

て
視
点
が
広
が
っ
て
い
く
の
は
健
全
な
発
展
の

仕
方
だ
と
思
い
ま
す
。
海
洋
基
本
法
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
そ
う
し
た
沖
合
部
で

の
調
査
研
究
も
充
実
し
対
象
範
囲
も
広
が
っ
て

い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

久
田

私
は
沿
岸
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
む
地
域

や
海
域
の
広
さ
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
点

に
つ
い
て
の
期
待
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。私

た
ち
は
今
ま
で
沿
岸
と
い
う
と
、
海
域
は

せ
い
ぜ
い
４
〜
５
海
里
ぐ
ら
い
、
陸
域
も
５
〜

１０
㎞
の
範
囲
を
沿
岸
域
と
称
し
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
行
う

こ
と
が
沿
岸
セ
ン
タ
ー
の
役
割
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

以
前
の
「
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
名
称
か
ら
今
は
「
開
発
」
は
取
り
去
り

ま
し
た
け
れ
ど
も
、「
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
の
は
、
も
う
少
し
そ
の
範
囲
を
広
め
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
海
に
つ
い
て
は
、
海
洋

法
条
約
で
領
海
が
１２
海
里
に
広
が
っ
た
と
い
う

こ
と
は
重
要
で
す
。
特
に
日
本
は
沿
岸
の
近
く

ま
で
黒
潮
が
流
れ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

黒
潮
域
ま
で
は
、
や
は
り
日
本
の
沿
岸
だ
と
い

う
よ
う
な
感
じ
で
、
そ
う
い
う
範
囲
ま
で
含
め

て
い
ろ
ん
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

村
田

黒
潮
域
は
か
な
り
広
い
で
す
か
ら
、
本

日
お
伺
い
し
ま
し
た
よ
う
に
そ
の
海
を
ど
う
利

用
し
て
い
く
の
か
、
ど
の
段
階
ま
で
取
り
込
ん

で
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大
事
な
こ

と
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
沿
岸

セ
ン
タ
ー
と
し
ま
し
て
も
先
生
方
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
も
う
少
し
沿
岸
か
ら
海
側

に
視
点
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
過
程
で
は
引
き
続
き

ご
指
導
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
本
日
は
貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

CDIT鼎談
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１
　
は
じ
め
に

東
京
港
が
「
江
戸
湊
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
こ
ろ
か
ら
、
運
河
は
物
資
の

運
搬
や
交
通
手
段
と
し
て
活
気
に
あ

ふ
れ
て
い
た
。
戦
後
の
経
済
成
長
期

に
は
東
京
港
の
貨
物
量
は
急
増
し
、

運
河
は
港
か
ら
内
陸
へ
の
物
資
輸
送

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
路
と

し
て
、
東
京
の
発
展
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

近
年
ふ
頭
の
沖
合
展
開
や
、
コ
ン
テ

ナ
化
な
ど
の
物
流
改
革
が
進
む
に
つ

れ
、
陸
域
へ
の
輸
送
手
段
は
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
の
陸
上
輸
送
が
主
流
と
な
り
、

運
河
の
舟
運
利
用
は
大
幅
に
減
少
し

た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
産
業
構
造

の
変
化
が
進
む
に
つ
れ
、
運
河
周
辺

の
土
地
利
用
も
工
場
や
倉
庫
な
ど
の

産
業
基
盤
と
し
て
の
利
用
か
ら
、
オ

フ
ィ
ス
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
都
市

的
利
用
へ
と
変
化
し
た
。
か
つ
て
は

物
流
の
中
心
で
あ
っ
た
運
河
で
あ
る

が
、
現
在
で
は
都
心
に
お
け
る
水

辺
・
憩
い
の
場
と
し
て
の
役
割
の
方

が
強
く
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
東
京
都
港
湾
局
で
は
、

こ
の
よ
う
に
利
用
の
低
下
し
た
運
河

や
利
用
形
態
が
変
化
し
て
い
る
周
辺

の
土
地
な
ど
を
、
都
市
に
残
さ
れ
た

貴
重
な
水
辺
と
し
て
、
地
域
の
人
々

や
都
民
が
楽
し
み
、
憩
い
、
集
え
る

に
ぎ
わ
い
空
間
に
再
生
さ
せ
る
「
運

河
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
に
着
手
し
た
。

運
河
の
役
割
に
観
光
資
源
と
い
う
視

点
を
取
り
入
れ
、
新
た
な
運
河
利
用

や
周
辺
環
境
の
整
備
を
推
進
し
、
水

辺
の
魅
力
の
向
上
を
目
指
す
取
り
組

み
で
あ
る
。

２
　
検
討
経
緯

（
１
）
課
題

こ
れ
ま
で
港
湾
事
業
等
に
限
定
し

て
使
わ
れ
て
き
た
運
河
に
お
い
て
、

一
般
の
人
々
が
楽
し
め
る
新
し
い
利

用
を
推
進
し
て
い
く
に
は
、
地
域
で

の
合
意
形
成
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し

て
運
河
の
新
た
な
利
活
用
を
発
掘
す

る
に
は
、
民
間
企
業
に
よ
る
ア
イ
デ

ィ
ア
や
採
算
性
を
考
慮
し
た
事
業
計

画
の
提
案
な
ど
、
民
間
活
力
の
導
入

を
図
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
ま

た
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

に
は
水
域
占
用
な
ど
の
規
制
を
緩
和

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
全
国
に
先
駆

け
た
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
そ
の
手

法
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。

（
２
）
モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る

協
議
会
で
の
検
討

地
域
に
お
け
る
合
意
形
成
や
規
制

緩
和
の
あ
り
方
の
検
討
、
及
び
新
た

な
運
河
利
用
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
目

的
に
、
こ
れ
ま
で
も
運
河
を
活
用
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
た
「
天
王
洲
」
と

「
芝
浦
」
の
２
地
区
を

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
地

域
の
住
民
や
事
業
者
な

ど
と
意
見
交
換
を
行
う

協
議
会
を
立
ち
上
げ

た
。

○
天
王
洲
地
区

１
９
９
０
年
代
前
半

に
再
開
発
で
誕
生
し
た

「
天
王
洲
ア
イ
ル
」
を

中
心
に
、
東
京
の
ウ
ォ

ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
先

駆
け
と
し
て
注
目
を
集

め
た
地
区
で
あ
る
が
、

近
年
か
つ
て
の
に
ぎ
わ

い
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
。

再
度
に
ぎ
わ
い
を
取
り

戻
そ
う
と
、
地
域
の
開
発
事
業
者
な

ど
に
よ
り
、
天
王
洲
な
ら
で
は
の
魅

力
で
あ
る
「
運
河
」
を
活
用
し
た
水

上
レ
ス
ト
ラ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
な

ど
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
こ
の
地
域
の
開
発
協
議
会
、
観
光

協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
に

迎
え
、
運
河
の
活
用
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
新
た

な
観
光
資
源
と
し
て
運
河
を
活
用
す

る
た
め
、
水
上
レ
ス
ト
ラ
ン
や
水
上

カ
フ
ェ
な
ど
飲
食
施
設
、
カ
ヌ
ー
な

ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ト
乗

り
場
、
水
上
バ
ス
乗
り
場
、
水
上
マ

ー
ケ
ッ
ト
等
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創

出
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。

○
芝
浦
地
区

地
域
の
商
店
会
や
町
会
が
中
心
と

な
っ
て
「
運
河
の
ま
ち
芝
浦
」
の
存

在
を
広
め
よ
う
と
、
運
河
を
テ
ー
マ

に
し
た
町
興
し
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
な
ど
運
河
に
関
心
の
高
い

地
域
で
あ
っ
た
。
ま
た
大
規
模
住
宅

開
発
に
伴
い
約
１
・
３
㎞
の
護
岸
の

整
備
が
進
行
中
で
あ
り
、
新
た
な
護

魅
力
あ
ふ
れ
る
運
河
の
再
生
を
目
指
し
て

東
京
都
港
湾
局
港
湾
整
備
部
計
画
課
環
境
計
画
係
次
席
井
上
尚
子

沿
岸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
１

写真－１　モデル地区における協議会の様子

〜
「
運
河
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
の
取
り
組
み
〜



運
河
利
用
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
を

設
け
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
継
続

的
な
運
営
を
考
え
る
と
、
行
政
か
ら

の
働
き
か
け
で
は
な
く
地
域
の
主
体

的
な
取
り
組
み
を
促
す
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
水
域
占
用

の
規
制
緩
和
な
ど
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、「
運
河
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
」
を
進
め
る
た
め
の
実
施
要

綱
と
し
て
「
運
河
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
た
。
そ
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）地
域
協
議
会
の
設
置
・
登
録

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
地
域
に

お
け
る
合
意
形
成
を
図
る
た
め
に
、

そ
の
地
域
に
お
け
る
運
河
利
用

な
ど
を
話
し
合
う
地
域
協
議
会

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
地

元
の
町
会
、
商
店
会
、
企
業
な

ど
の
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
協

議
会
を
設
立
し
、
都
港
湾
局
に

申
請
す
る
。
都
港
湾
局
は
そ
の

協
議
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
が
そ

の
地
区
に
お
い
て
「
運
河
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
」
に
取
り
組
む
団
体

と
し
て
適
当
で
あ
る
と
認
め
た

場
合
に
、
そ
の
団
体
を
「
運
河

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
地
域
協
議
会
」

と
し
て
登
録
す
る
こ
と
と
し
た
。

平
成
１９
年
９
月
現
在
で
、
４
つ

の
地
域
協
議
会
（
品
川
浦
・
天

王
洲
地
区
、
芝
浦
地

区
、
朝
潮
地
区
、
勝

島
・
浜
川
・
鮫
洲
地

区
）
を
登
録
し
て
い

る
。

（
２
）計
画
書
の
作
成
・
届
出

地
域
協
議
会
と
し
て
登

録
を
受
け
た
団
体
は
、
そ

の
地
区
で
ど
の
よ
う
に
運

河
を
活
用
し
て
い
く
か
を

話
し
合
い
「
運
河
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
計
画
」
を
作
成
し
、

都
に
届
け
出
る
こ
と
と
し

た
。
計
画
書
の
中
に
は
、

区
域
案
や
水
域
利
用
構
想

の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

計
画
や
、
護
岸
や
遊
歩
道

の
整
備
、
景
観
形
成
に
つ

い
て
の
提
案
な
ど
も
盛
り

込
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
３
）
推
進
地
区
の
指
定

地
域
協
議
会
か
ら
の
提
案
で
あ
る

「
運
河
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
計
画
」
を
踏
ま

え
て
、
そ
の
内
容
が
都
の
進
め
る
運

河
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
推
進
方
針
に
適

合
し
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
地
区
を

「
運
河
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
地
区
」
と

し
て
指
定
し
そ
の
地
区
に
お
け
る

「
運
河
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
の
推
進
方
針

を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

地
域
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
促

進
す
る
た
め
に
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

と
し
て
、
推
進
地
区
を
特
区
的
な
扱

い
と
し
、
水
域
占
用
許
可
の
規
制
緩

和
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
、
陸
上
に
設
置
し
て
機
能
す
る
施
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岸
を
背
後
の
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
を

図
っ
て
整
備
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
地
域
の
町
会
、
商

店
会
、
開
発
事
業
者
、
民
間
企
業
団

体
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
運
河
の
活
用
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。
そ
の
結
果
、
運
河

ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
運
河
沿

い
遊
歩
道
や
防
災
用
の
船
着
場
な
ど

を
利
用
す
る
こ
と
、
新
た
に
水
上
バ

ス
乗
り
場
や
水
辺
広
場
を
設
置
す
る

こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。

３
「
運
河
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

の
仕
組
み
づ
く
り

〜
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
実
施
要
綱
の
策
定
〜

モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る
検
討
を
通

じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
一

口
に
運
河
の
活
用
と
い
っ
て
も
地
域

に
よ
っ
て
そ
の
要
望
は
異
な
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
天
王
洲
地
区
で
の

提
案
が
、
水
上
レ
ス
ト
ラ
ン
や
観
光

さ
ん
橋
の
設
置
な
ど
商
業
目
的
の
も

の
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
芝
浦

地
区
で
は
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
運
河

に
親
し
む
空
間
の
創
出
と
い
っ
た
、

地
域
に
根
付
い
た
運
河
の
活
用
が
多

く
提
案
さ
れ
た
。「
運
河
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
」
を
推
進
す
る
に
は
地
域
性
を
尊

重
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
取
り
組
み
を

モ
デ
ル
地
区
２
地
区
に
留
め
る
こ
と

な
く
、
今
後
他
地
区
で
展
開
し
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で

図－３　運河ルネッサンスガイドラインによる手続きの流れ

図－１　天王洲地区における取り組みイメージ図

図－２　芝浦地区における取り組みイメージ図
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設
に
対
し
て
は
水
域
占
用
許
可
は
出

せ
な
か
っ
た
が
、
今
回
、
推
進
地
区

に
お
け
る
推
進
方
針
に
掲
げ
ら
れ
れ

ば
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ス
テ
ー
ジ
等
の
施
設
も
水
上
に
設
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
民
間
に
よ
る
さ
ん
橋
設
置
の
た

め
の
水
域
占
用
は
、
港
湾
関
連
事
業

者
又
は
旅
客
船
事
業
者
に
限
定
し
て

い
た
が
、
誰
で
も
さ
ん
橋
を
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
施

設
整
備
に
民
間
活
力
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
水
上
バ
ス
、
屋
形
船
、
プ
レ
ジ

ャ
ー
ボ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
な
ど
の
乗
り
場

等
が
増
え
、
運
河
に
に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
推
進
地
区
で
は
、「
運
河
ま

つ
り
」
な
ど
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
の
技

術
的
支
援
、
護
岸
・
遊
歩
道
な
ど
親

水
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て

水
辺
の
活
性
化
や
魅
力
作
り
を
行
っ

て
い
く
こ
と
と
し
た
。
平
成
１９
年
９

月
現
在
で
、
４
地
区
（
品
川
浦
・
天

王
洲
地
区
、
芝
浦
地
区
、
朝
潮
地
区
、

勝
島
・
浜
川
・
鮫
洲
地
区
）
を
推
進

地
区
に
指
定
し
て
い
る
。

４
運
河
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の

実
施
状
況

推
進
地
区
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

（
１
）民
間
事
業
者
に
よ
る

水
上
施
設
の
設
置
（
規
制
緩
和
）

○
水
上
レ
ス
ト
ラ
ン
（
天
王
洲
）

水
域
占
用
許
可
の
規
制
緩
和
第
一

号
と
し
て
、
平
成
１８
年
２
月
、
天
王

洲
地
区
に
都
内
初
の
水
上
レ
ス
ト
ラ

ン
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
規
制
緩
和
に

よ
っ
て
ビ
ジ
タ
ー
バ
ー
ス
も
設
置
さ

れ
、
船
で
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
レ

ス
ト
ラ
ン
と
し
て
も
、
都
内
初
で
あ

る
。
水
面
に
浮
か
び
潮
汐
で
上
下
す

る
構
造
で
、
水
辺
の
新
た
な
魅
力
を

提
供
し
て
い
る
。

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ト
乗
り
場

（
天
王
洲
、
勝
島
）

カ
ヌ
ー
等
で
運
河
め
ぐ
り
が
楽
し

め
る
よ
う
、
携
行
型
の
ボ
ー
ト
を
水

面
に
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
さ
ん
橋

が
、
天
王
洲
及
び
勝
島
の
計
３
カ
所

に
設
置
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ

る
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
体
験
の
イ
ベ
ン
ト

等
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

○
パ
ー
テ
ィ
ー
船
乗
り
場
（
天
王
洲
）

天
王
洲
運
河
に
面
し
た
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
施
設
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
結

婚
式
の
後
に
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
テ

ィ
ー
ク
ル
ー
ズ
が
で
き
る
さ
ん
橋
が

設
置
さ
れ
た
。
そ
の
他
屋
形
船
、
イ

ベ
ン
ト
ク
ル
ー
ズ
な
ど
新
た
な
水
辺

の
楽
し
み
を
提
供
で
き
る
さ
ん
橋
と

な
っ
て
い
る
。

○
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
路
の
開
設（
芝
浦
）

芝
浦
地
区
に
平
成
１９
年
４
月
に
多

目
的
桟
橋
が
オ
ー
プ
ン
し
、
お
台
場

ま
で
の
新
た
な
水
上
バ
ス
航
路
が
開

写真－２　水上レストラン

写真－４　パーティー船乗り場（２点とも）

写真－３　レクリエーションボート乗り場
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設
さ
れ
た
。
自
転
車
や
ペ
ッ
ト
同
伴

で
乗
船
で
き
る
な
ど
地
域
住
民
の
生

活
の
足
「
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
路
」
と

し
て
運
航
さ
れ
て
い
る
。

○
ボ
ー
ト
ラ
イ
セ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

（
芝
浦
）

芝
浦
地
区
の
多
目
的
さ
ん
橋
を
利

用
し
て
小
型
船
舶
免
許
ス
ク
ー
ル
が

開
校
さ
れ
た
。
東
京
の
海
の
マ
ナ

ー
・
ル
ー
ル
啓
蒙
を
行
い
質
の
高
い

免
許
取
得
者
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

カ
ヌ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
、
東
京
の
海

を
身
近
な
も
の
と
し
て
楽
し
む
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
あ
る
。
ま
た
港
区
や
海
上

保
安
部
と
連
携
し
、
防
災
活
動
や
運

河
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

（
２
）
地
域
と
協
働
の
取
り
組
み

運
河
の
魅
力
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
。
中

で
も
芝
浦
地
区
で
春
と
秋
に
開
催
さ

れ
て
る
「
芝
浦
運
河
ま
つ
り
」
は
、

地
域
が
主
体
と
な
り
、
運
河
ク
ル
ー

ズ
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
カ

ヌ
ー
体
験
、
町
会
対
抗
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
、
運
河
沿
い
遊
歩
道
で
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
橋
の
上
で
の
模
擬
店

や
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
、
運
河
の
生

き
物
と
の
触
れ
合
い
プ
ー
ル
の
設
置

な
ど
に
よ
り
、
盛
大
な
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
て
い
る
。

都
港
湾
局
も
推
進
地
区
に
お
け
る

取
り
組
み
へ
の
技
術
的
支
援
と
し
て
、

東
京
都
後
援
を
出
し
た
り
、
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
東
京
都
知
事
賞

や
港
湾
局
長
賞
を
贈
呈
し
た
り
、
運

河
に
関
す
る
港
湾
局
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
行
政
展
示
ブ
ー
ス
を
出
展

す
る
等
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
立
て
て
い
る
。

そ
の
他
、
運
河
に
親
し
み
新
た
な

運
河
利
用
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た

め
に
、
地
域
の
協
力
を
得
て
「
運
河

ボ
ー
ト
体
験
会
」
を
開
催
し
た
り
、

子
供
た
ち
と
一
緒
に
工
事
中
の
護
岸

か
ら
運
河
に
生
息
す
る
カ
ニ
を
捕
獲

し
、
新
た
に
整
備
し
た
護
岸
に
放
流

す
る
「
カ
ニ
引
越
し
作
戦
」
な
ど
環

境
学
習
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
も

行
っ
た
。

地
域
と
連
携
し
た
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
う
に
つ
れ
、
地
域
に
お

い
て
運
河
に
関
心
を
持
つ
人
が
増
え
、

運
河
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
機

運
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

５
　
最
後
に

運
河
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
各
地
区
の

創
意
工
夫
で
様
々
な
展
開
を
見
せ
て

い
る
。
運
河
の
新
し
い
利
用
方
法
が

数
々
提
案
さ
れ
、
地
域
や
民
間
事
業

者
の
手
に
よ
っ
て
実
現
し
て
き
て
い

る
。
中
に
は
検
討
を
始
め
た
と
き
に

は
全
く
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
利
用

も
多
く
、
こ
の
よ
う
な
潜
在
的
な
ニ

ー
ズ
を
発
掘
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り

の
成
果
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
運
河

の
魅
力
が
向
上
す
れ
ば
、
さ
ら
に
新

た
な
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
現
在
の
取
り
組
み
の
枠
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

都
心
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
水
辺
―

運
河
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
多
く
の

人
た
ち
の
要
望
に
応
え
て
い
く
た
め

に
、
今
後
も
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

て
、
運
河
を
魅
力
的
な
空
間
に
再
生

さ
せ
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

写真－７　芝浦運河まつり（３点とも）

写真－６　芝浦アイランド多目的さん橋

写真－５　芝浦～お台場間水上バス
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は
じ
め
に

横
浜
港
は
１
８
５
９
年
（
安
政
６

年
）
に
開
港
し
た
。
以
来
、
貿
易
量
・

出
入
国
船
舶
は
大
幅
に
増
加
し
て
い

っ
た
が
、
港
内
の
整
備
は
遅
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
明
治

時
代
に
入
っ
て
横
浜
港
を
近
代
的
な

国
際
港
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

そ
の
計
画
が
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
Ｈ
・

Ｓ
・
パ
ー
マ
ー
氏
に
委
嘱
さ
れ
た
。

こ
の
と
き
計
画
さ
れ
た
の
が
、
鉄

桟
橋
の
他
、
こ
れ
を
取
り
囲
む
東
水

堤
、
北
水
堤
及
び
導
水
堤
の
３
つ
の

堤
防
で
あ
る
。
横
浜
港
築
港
計
画
で

は
、
河
川
か
ら
の
流
入
土
砂
に
よ
る

港
内
埋
没
へ
の
対
策
が
重
要
な
課
題

で
、
い
く
つ
か
の
川
の
う
ち
最
も
埋

没
を
起
こ
し
や
す
い
帷
子
川
の
流
れ

を
港
外
側
へ
導
く
た
め
に
導
水
堤
を

計
画
し
た
。
導
水
提
は
、
１
８
９
１

〜
１
８
９
２
年
（
明
治
24
〜
25
年
）

に
築
造
さ
れ
た
が
、
急
増
す
る
土
地

需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
築
造
約
10

年
で
埋
め
立
て
ら
れ
、
そ
の
役
目
を

終
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
導
水
提
の

被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
利
用
さ
れ
た

の
が
袋
詰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
り
、

我
が
国
の
港
湾
工
事
で
セ
メ
ン
ト
が

初
め
て
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｈ
・
Ｓ
・
パ
ー
マ
ー
に
つ
い
て

◆
Ｈ
・
Ｓ
・
パ
ー
マ
ー
の
経
歴

英
国
人
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ペ
ン
サ

ー
・
パ
ー
マ
ー
は
、
明
治
初
期
に
お

い
て
我
が
国
の
近
代
化
に
貢
献
し
た

外
国
人
技
術
者
で
あ
る
。
パ
ー
マ
ー

は
、
横
浜
水
道
計
画
を
立
案
し
、
工

事
の
監
督
を
為
し
、
日
本
最
初
の
近

代
水
道
を
完
成
さ
せ
た
。

横
浜
水
道
工
事
の
最
中
、
パ
ー
マ

ー
は
、
横
浜
財
界
人
か
ら
依
頼
を
受

け
て
横
浜
港
の
改
良
計
画
を
立
案
し

た
。
こ
の
民
間
主
導
の
横
浜
港
築
港

計
画
は
、
大
隈
重
信
外
相
時
代
に
国

家
事
業
と
さ
れ
、
内
務
省
お
雇
い
の

オ
ラ
ン
ダ
人
工
師
デ
レ
ー
ケ
と
パ
ー

マ
ー
が
設
計
を
為
し
、
内
務
省
の
推

す
デ
レ
ー
ケ
案
と
、
外
務
省
の
推
す

パ
ー
マ
ー
案
と
の
激
し
い
確
執
の
結

果
、
外
務
省
の
意
向
が

反
映
さ
れ
て
、
パ
ー
マ

ー
案
が
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
、
パ
ー
マ
ー
は
、

優
れ
た
土
木
技
術
者
で

あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

一
流
の
測
量
家
、
天
文

家
で
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
。

◆
Ｈ
・
Ｓ
・
パ
ー
マ
ー

の
築
港
計
画

パ
ー
マ
ー
が
、
こ
の

計
画
の
依
頼
を
受
け
た

と
き
、
な
ん
ら
調
査
・

測
量
の
デ
ー
タ
が
無
い

こ
と
に
驚
き
、
そ
の
時

の
こ
と
を
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。「
１
８

８
６
年
横
浜
港
の
計
画

策
定
を
引
き
受
け
た
と

き
、
信
頼
で
き
る
デ
ー

タ
は
１
８
７
０
年
キ
ャ

プ
テ
ン
・
ブ
ラ
イ
ア
ン

の
深
浅
測
量
し
か
な
く
、
ま
た
そ
の

測
量
も
、
ど
の
基
準
点
で
行
っ
た
か

探
し
た
が
不
明
で
、
仕
方
な
く
パ
ー

マ
ー
は
神
奈
川
県
庁
職
員
（
田
尻
運

蔵
）
に
指
示
し
て
、
一
カ
月
の
測
量

を
実
施
さ
せ
た
。」
こ
の
測
量
は
、
科

学
的
に
完
全
で
は
な
か
っ
た
が
、
大

き
な
違
い
は
な
か
っ
た
。
パ
ー
マ
ー

沿
岸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
２

１
２
０
年
前
に
つ
く
ら
れ
た
横
浜
港
の

「
袋
詰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
に
つ
い
て

   西暦      和暦 　  年齢　　　　　　　　　　　　 事　項 
 1838 天保９  インド・マドラス地区にて誕生 
 1856 安政３ 17 士官学校入学 
 1857 ４ 18 陸軍工兵将校学校工兵専門課程修了 
 ～   陸地測量本部配置、シナイ半島調査 
 1873 明治６ 35 王立天文学会特別会員に推挙される 
 1874 ７ 36 金星太陽面経過観測隊長としてニュージーランドへ 
 1878 11 39 香港駐在主任技術官に転出。総督付副官兼務 
 1879 12 41 初来日 
 1880 13 42 再来日 
 1883 16 44 内務省神奈川県付顧問技師として３カ月間雇用 
 　  45 横浜水道第一報告書作成・同二次報告書作成後、帰英 
    マンチェスター地区工兵司令官となる 
 
 1885 18  横浜水道監督工師となる 
   47 工兵大佐となる 
 1887 20 48 横浜港埠堤築造意見書作成 
   49 大阪水道計画書作成 
    印刷局製紙工場浄化装置（パーマー設計）落成式 
    福島県白河で皆既日食観測に参加 
    函館水道計画書作成 
    横浜水道取入所揚水式挙行 
    横浜水道監督工師解雇 
    退役工兵少将になる 
    （横浜水道市内配水開始） 
 1888 21 50 東京水道計画書、神戸水道計画書作成 
    内務省土木局名誉顧問土木工師となる 
    磐梯山噴火調査に参加 
    横浜築港計画書作成 
 1889 22 51 横浜船渠計画書作成 
    神奈川県横浜築港監督工師となる 
 1890 23 52 横浜港築港資材調査のため英国へ派遣 
    帰日 
 1891 24 53 淡河川疎水御坂サイホン竣工（パーマー設計） 
    濃尾地質調査に参加 
 1892 25 54 臨時横浜築港官制公布、監督工師となる 
 1893 26 55 逝去 

H・S・パーマーの略年譜
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の
調
査
は
論
理
的
で
、
ブ
ラ
イ
ア
ン

の
測
量
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
こ
と
に

よ
り
、
土
砂
の
堆
積
経
過
を
推
察
し
、

計
画
立
案
に
反
映
し
た
。
ま
た
、
設

定
し
て
い
た
最
大
波
高
は
約
３
ｍ
と

し
て
お
り
、
こ
れ
は
昭
和
に
入
っ
て

か
ら
設
計
に
用
い
ら
れ
た
設
計
波
高

と
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
く
、
資
料
の

無
い
当
時
と
し
て
は
か
な
り
精
度
の

高
い
調
査
結
果
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
作
成
さ

れ
た
計
画
方
針
は
、
将
来
の
港
の
展

望
を
視
野
に
入
れ
、
陸
上
で
の
鉄
道

ア
ク
セ
ス
の
設
置
に
ま
で
配
慮
が
い

た
り
、
現
在
で
も
通
用
す
る
す
ば
ら

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
日
本

人
技
術
者
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

横
浜
港
導
水
堤
の

役
割
及
び
特
徴

・
導
水
堤
と
は
、
河
川
か
ら
の
土
砂

の
堆
積
を
防
ぎ
流
路
及
び
流
速
を

一
定
に
保
つ
た
め
、
川
の
合
流
点

や
河
口
付
近
に
築
か
れ
た
堤
防
の

こ
と
で
あ
る
。

・
横
浜
港
導
水
堤
は
、
帷
子
川
か
ら

の
土
砂
が
港
内
に
流
入
す
る
の
を

排
除
し
、
土
砂
が
泊
地
に
堆
積
す

る
の
を
防
い
だ
（
図
―
１
）。

我
が
国
の
港
湾
工
事
で
初
め
て
セ

メ
ン
ト
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
横
浜

港
導
水
堤
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
は
、
盛
っ
た
土
の
上
を
大
石

で
覆
う
と
い
う
工
法
が
採
用
さ
れ
て

き
た
が
、
横
浜
港
導
水
堤
で
は
、
大
石

に
代
え
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
麻
袋
に

入
れ
た
非
常
に
珍
し
い
「
袋
詰
コ
ン
ク

リ
ー
ト
」
が
使
わ
れ
た
（
図
―
２
）。

袋
詰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て

◆
コ
ン
ク
リ
ー
ト
分
析
結
果

横
浜
港
導
水
堤
は
、
近
代
土
木
遺

産
と
し
て
の
重
要
性
に
鑑
み
、
都
市

基
盤
整
備
公
団
（
現
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
）

に
よ
り
、
平
成
11
年
に
設
立
さ
れ
た

「
横
浜
港
導
入
堤
（
帷
子
川
護
岸
沿

い
）
検
討
委
員
会
」
の
中
で
今
後
の

取
扱
い
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
た
。
以
下
の
分
析
結
果
は
、
そ

の
と
き
に
調
査
さ
れ
た
結
果
の
抜
粋

で
あ
る
（
表
―
１
、
写
真
―
１
）。

●
圧
縮
強
度

得
ら
れ
た
圧
縮
強
度
は
９
・
５
〜

21
・
７
Ｎ
／
●
で
、
現
在
の
土
木
構

造
物
に
使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
圧
縮
強
度
よ
り
も
低
く
、
捨
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
（
13
Ｎ
／
●
）
並
み
で
あ
る
。

●
貧
配
合

使
用
さ
れ
た
単
位
セ
メ
ン
ト
量
は
、

１
４
０
〜
１
８
０
㎏
／
●
と
推
測
さ

れ
る
。

●
骨
材

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
細
骨
材
は
現

在
の
も
の
よ
り
か
な
り
細
粒
で
、
粗

骨
材
と
の
間
に
中
間
粒
径
の
骨
材
は

見
ら
れ
な
い
。

●
水
セ
メ
ン
ト
比

水
セ
メ
ン
ト
比
は
、

80
％
以
上
と
推
定
さ
れ

る
が
変
動
が
大
き
い
。

●
海
水
の
影
響

施
工
直
後
か
ら
長
期

間
海
水
と
接
し
て
い
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
建

設
当
時
、
地
上
に
出
て

い
た
部
分
よ
り
も
強
度

が
低
い
傾
向
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
初
期
水
和
の
過
程
か
ら
海

水
と
反
応
し
た
こ
と
に
よ
り
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
劣
化
し
た
可
能
性
が
あ

る
。

●
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
使
用
さ
れ
た
セ

メ
ン
ト
は
、
緩
慢
な
昇
温
・
冷
却
過

程
を
生
ず
る
堅
窯
で
、
所
定
の
温
度

で
長
時
間
焼
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
セ
メ
ン
ト
鉱
物
の
内
容
は

現
代
の
も
の
と
変
わ
ら
ず
、
エ
ー
ラ

イ
ト
・
ビ
ー
ラ
イ
ト
ア
ル
ミ
ネ
ー
ト
・

フ
ェ
ラ
イ
ト
よ
り
成
る
が
、
現
代
の

回
転
窯
と
冷
却
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
、

急
激
な
温
度
上
昇
と
急
冷
過
程
を
示

す
特
徴
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

横
浜
港
導
水
堤
は
、
明
治
期
の
横

浜
築
港
史
を
物
語
る
土
木
遺
産
で
あ

る
。
導
水
堤
の
形
態
は
単
純
な
も
の

で
あ
り
、
特
別
な
意
匠
性
は
な
い
が
、

そ
の
構
成
材
で
あ
る
袋
詰
コ
ン
ク
リ

ー
ト
は
、
我
が
国
の
港
湾
工
事
で
セ

メ
ン
ト
が
初
め
て
用
い
ら
れ
た
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
ま
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
麻
袋
に
詰
め
て
施
工
し
た
こ

と
も
発
想
に
優
れ
て
お
り
、
そ
の
歴

史
性
・
技
術
性
に
価
値
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
今
後
は
、
広
く
世
の

中
に
広
報
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。最

後
に
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ

た
り
、
ご
教
示
及
び
多
数
の
資
料
提

供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

圧縮強度 

静ヤング率 

静ポアソン比 

15.90 

23100 

0.190

21.70 

32500 

0.222

9.45 

22100 

0.200

N/mm2 

N/mm2

L－2 L－4

試料番号 
項　目 単　位 

L－6

■
資
料
提
供
・
執
筆
協
力
／
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

■
文
／
（
財
）
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
員
森
下
重
和

mm2

m3
mm2

図－１　横浜港導水堤の役割

写真－１　出土したコンクリート

図－２　道水堤断面図

表－１　コンクリート分析結果
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１．

は
じ
め
に

ベ
ネ
チ
ア
で
は
、
大
潮
、
気
圧
の

変
化
、
そ
し
て
、
ア
ド
リ
ア
海
を
南

か
ら
吹
く
風
「
シ
ロ
ッ
コ
」
の
３
つ

の
要
因
が
重
な
る
と
、「
ア
ク
ア
・
ア

ル
タ
（acqua

alta

、
高
水
の
意
）」

と
呼
ば
れ
る
高
潮
が
ベ
ネ
チ
ア
湾
で

起
こ
る
。
こ
の
と
き
、
ベ
ネ
チ
ア
の

街
中
ま
で
水
が
入
り
込
み
、
特
に
一

番
標
高
の
低
い
「
サ
ン
・
マ
ル
コ
広

場
」
は
水
没
す
る
。

「
ラ
グ
ー
ン
（
潟
）」
の
上
に
築
か
れ

た
ベ
ネ
チ
ア
で
は
、
近
年
、
建
築
物

の
基
礎
で
あ
る
木
杭
の
沈
下
と
、
地

下
水
の
汲
み
上
げ
（
現
在
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
）
に
よ
る
地
盤
沈
下
、
さ
ら

に
そ
れ
に
追
い
討
ち
を
掛
け
る
よ
う

に
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
水
面
上
昇

に
よ
り
水
没
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
。

ベ
ネ
チ
ア
の
水
没
を
防
ぐ
た
め
の

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
ア
ド
リ
ア
海

と
の
間
に
３
カ
所
の
水
門
を
設
け
る

モ
ー
ゼ
計
画
が
現
在
進
行
中
で
あ
り
、

平
成
19
年
７
月
１
日
か
ら
７
月
９
日

に
か
け
て
、
そ
の
状
況
調
査
を
行
っ

た
の
で
、
概
要
を
報
告
す
る
。

２．
ベ
ネ
チ
ア
の
現
状

ベ
ネ
チ
ア
は
イ
タ
リ
ア
の
北
東
部

に
位
置
す
る
ベ
ネ
ト
州
の
州
都
で
あ

り
、
ラ
グ
ー
ン
に
囲
ま
れ
、
運
河
が

縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
水
の
都
で

あ
る
（
図
―
１
参
照
）。

ベ
ネ
チ
ア
の
歴
史
は
、
６
世
紀
頃

の
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
南
下
に
伴
い
、

難
を
逃
れ
よ
う
と
住
民
が
ラ
グ
ー
ン

内
の
島
々
へ
住
み
着
い
た
こ
と
に
始

ま
る
。
ベ
ネ
チ
ア
の

住
民
は
ラ
グ
ー
ン
を

干
拓
す
る
こ
と
に
よ

り
土
地
を
獲
得
し
、

そ
の
土
地
に
無
数
の

木
杭
を
打
ち
込
み
建

築
物
の
基
礎
と
し
た

（
写
真
―
１
）。
ラ
グ

ー
ン
に
打
ち
込
ま
れ

た
木
杭
を
基
礎
と
す

る
建
築
物
は
、
年
を

経
つ
つ
沈
下
し
、
い

ず
れ
水
中
に
没
し
て

し
ま
う
と
い
う
宿
命

を
負
っ
て
い
る
。
写

真
―
２
は
不
同
沈
下

に
よ
り
傾
く
鐘
楼
を

撮
影
し
た
も
の
で
あ

る
。
滞
在
中
、
こ
の

よ
う
な
鐘
楼
を
街
中

で
い
く
つ
か
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
ベ
ネ
チ
ア

で
は
前
述
の
通
り
、

近
年
、
地
盤
沈
下
と

海
水
面
の
上
昇
に
よ

り
高
潮
の
影
響
を
受

け
や
す
く
な
っ
て
お

り
、
サ
ン
・
マ
ル
コ

広
場
は
１
年
間
に
40

〜
60
回
冠
水
し
、
そ

の
頻
度
は
年
々
増
加

海外
フォーラム

ベ
ネ
チ
ア
に
お
け
る
高
潮
対
策
施
設
に
関
す
る
調
査

〜
沈
み
ゆ
く
都
市
ベ
ネ
チ
ア
の
取
り
組
み
〜

イタリア 

ローマ 

フィレンツェ 

ベネチア ミラノ 

リ
ド
島 

ベ
ネ
チ
ア
本
島 

図－１　ベネチアの位置図

写真－１　建築物と木杭

写真－２　不同沈下により傾く鐘楼

図－２　海水面上昇と地盤沈下の経年変化

ア
ド
リ
ア
湾 

リ
ド
島 

ベ
ネ
チ
ア
本
島
本
島 リ

ド
島 

ベ
ネ
チ
ア
本
島 



し
て
い
る
（
図
―
２
）。
１
９
６
６
年

に
は
潮
位
１
９
４
㎝
と
い
う
記
録
的

な
高
潮
の
影
響
で
、
ベ
ネ
チ
ア
の
市

街
地
全
域
が
約
１
ｍ
冠
水
し
た
。

ち
ょ
う
ど
、
我
々
が
滞
在
し
て
い

た
７
月
５
日
の
夕
方
に
は
、
写
真
―

３
、
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
潮
位
が

高
く
、
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
で
は
一

部
が
冠
水
し
、
事
態
の
深
刻
さ
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
を
打

破
す
る
た
め
、
イ
タ
リ
ア
政
府
は
１

９
８
４
年
に
特
別
立
法
に
よ
り
新
ベ

ネ
チ
ア
事
業
連
合
（
以
下
、
Ｃ
Ｖ
Ｎ
）

を
発
足
さ
せ
た
。
Ｃ
Ｖ
Ｎ
は
民
間
企

業
の
集
合
体
で
あ
り
、
ベ
ネ
チ
ア
と

そ
の
ラ
グ
ー
ン
を
保
護
す
る
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
た
め
に

組
織
さ
れ
た
唯
一
の
受
託
事
業
者
で

あ
り
、
高
潮
対
策
は
そ
の
１
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

Ｃ
Ｖ
Ｎ
が
実
施
す
る
高
潮
対
策
は

２
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
ラ
グ
ー
ン
と
ア

ド
リ
ア
海
を
結
ぶ
３
カ
所
の
水
路
へ

の
可
動
堰
の
建
設
（「
モ
ー
ゼ
計
画
」）

お
よ
び
地
盤
が
低
く
冠
水
し
や
す
い

箇
所
の
嵩
上
げ
工
事
の
実
施
で
あ
る
。

モ
ー
ゼ
計
画
と
は
、
３
カ
所
の
水

路
を
幅
20
メ
ー
ト
ル
の
水
門
79
基
で

締
め
切
り
、
ア
ド
リ
ア
海
か
ら
の
高
潮

を
防
止
し
よ
う
と
す
る
壮
大
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
水
門
形
式
と
し

て
、
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
が
採
用
さ
れ
て

い
る
。
扉
体
は
、
常
時
は
海
底
面
に
沈

め
て
お
き
、
高
潮
時
に
は
扉
体
内
部
に

圧
縮
空
気
を
送
り
こ
み
浮
上
さ
せ
て

使
用
す
る
。
水
門
完
成
後
は
、
年
間
５

〜
６
回
発
生
す
る
高
潮
（
海
水
位
１
・

１
ｍ
以
上
）
か
ら
ベ
ネ
チ
ア
の
街
を
守

る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
海
水
位
１
・

１
ｍ
以
下
の
高
潮
に
対
し
て
は
、
堤

防
・
道
路
・
広
場
等
の
局
所
的
な
嵩

上
げ
に
よ
り
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

３．
モ
ー
ゼ
計
画
の
建
設
状
況

C
oastalS

tructures
2007

Inte-

rnational
C
onference

（
平
成
19
年

７
月
２
〜
４
日
）
及
び32nd

IA
H
R

C
ongress

（
平
成
19
年
７
月
２
〜
６

日
）
が
ベ
ネ
チ
ア
国
際
映
画
祭
の
開

催
さ
れ
る
リ
ド
島
のP

a
la
zzo

d
e
l

C
in
e
m
a

及
び
隣
接
す
るP

a
la
zzo

del
C
asino

で
開
催
さ
れ
た
。
７
月

５
日
に
は
、
モ
ー
ゼ
計
画
の
建
設
現
場

見
学
会
に
参
加
し
た
。
こ
こ
に
、
モ

ー
ゼ
計
画
の
建
設
状
況
を
報
告
す
る
。

（1）
見
学
会
の
概
要

見
学
会
は
、
リ
ド
島
南
端
の

A
lberoni

（
図
―
３：

①
）
か
ら
４
隻

の
ク
ル
ー
ザ
ー
に
分
乗
し
、
モ
ー
ゼ

計
画
の
建
設
地
点

（
マ
ラ
モ
ッ
コ
水

路（
図
―
３：

②
）、

リ
ド
水
路
（
図
―

３：

③
））、
ラ
グ

ー
ン
の
再
生
・
防

御
地
点
（
図
―

３：

④
）、
旧
ベ

ネ
チ
ア
共
和
国
の

国
営
造
船
所
跡
地

（
図
―
３：

⑤
）

（
将
来
は
ゲ
ー
ト

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

工
場
と
な
る
）
を
訪
問
し
た
。
こ
の

見
学
会
に
は
３
０
０
名
程
度
の
参
加

が
あ
り
、
モ
ー
ゼ
計
画
の
注
目
度
の

高
さ
が
伺
え
る
。
ク
ル
ー
ザ
ー
上
で

の
事
務
局
か
ら
の
説
明
状
況
を
写
真

―
５
に
示
す
。
な
お
、
キ
オ
ッ
ジ
ャ

水
路
は
遠
路
の
た
め
見
学
会
行
程
か

ら
割
愛
さ
れ
た
。
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リ
ド
島 

ベ
ネ
チ
ア
本
島 

図－３　見学会行程 写真－５　見学会の船上

写真－３　満潮時のサン・マルコ広場周辺（7月５日）写真－４　満潮時のサン・マルコ広場の冠水状況（7月５日）

ま
た
、
旧
ベ
ネ
チ
ア
共
和
国
の
当

時
の
海
軍
力
と
経
済
力
を
支
え
て
い

た
国
営
造
船
所
（
ア
ル
セ
ナ
ー
レ
）

跡
地
は
、
現
在
イ
タ
リ
ア
の
海
軍
施

設
で
あ
り
一
般
の
観
光
客
は
入
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
見
学
会
で

は
造
船
所
内
を
ク
ル
ー
ザ
ー
上
か
ら

見
学
で
き
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。

（2）
マ
ラ
モ
ッ
コ
水
路

ク
ル
ー
ザ
ー
に
乗
船
し
て
す
ぐ
に

到
着
し
た
マ
ラ
モ
ッ
コ
水
路
は
水
路

幅
４
０
０
ｍ
で
あ
り
、
20
ｍ
幅
の
ゲ

ー
ト
が
20
門
設
置
さ
れ
る
水
路
で
あ

る
。
現
地
で
は
防
波
堤
や
突
堤
の
延

伸
・
強
化
工
事
、
船
通
し
の
建
設
工

事
、
ゲ
ー
ト
用
ケ
ー
ソ
ン
の
製
作
・

保
管
・
進
水
エ
リ
ア
の
準
備
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
（
写
真
―
６
）。

こ
の
水
路
は
、
３
水
路
の
な
か
で

一
番
水
深
が
あ
り
、
メ
ス
ト
レ
市
南

側
の
マ
ル
ゲ
ー
ラ
工
業
地
帯
へ
の
貨

写真－６　マラモッコ水路の現状（アドリア海側より）ＨＰより
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物
船
の
航
路
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
船
通
し
は
長
さ
３
７
０
ｍ
、

幅
48
ｍ
、
深
さ
14
ｍ
と
３
水
路
の
中

で
も
最
も
規
模
の
大
き
い
施
設
と
な

っ
て
い
る
。

ゲ
ー
ト
の
規
模
は
、
径
間
20
ｍ
、

長
さ
20
〜
30
ｍ
（
設
置
水
路
の
水
深

に
よ
り
異
な
る
た
め
、
具
体
的
な
数

値
が
示
さ
れ
て
い
な
い
）、
扉
体
の
厚

さ
４
・
０
〜
５
・
０
ｍ
で
あ
る
。

（3）
リ
ド
水
路

マ
ラ
モ
ッ
コ
水
路
を
見
学
し
た
後
、

リ
ド
島
沿
い
に
ラ
グ
ー
ン
内
を
北
上

し
、
リ
ド
水
路
に
向
か
っ
た
。
マ
ラ

モ
ッ
コ
水
路
か
ら
リ
ド
水
路
ま
で
は
、

１
時
間
程
度
を
要
し
た
。

リ
ド
水
路
は
、
３
水
路
の
中
で
も

最
も
広
く
９
０
０
ｍ
あ
る
。
中
央
部

に
建
設
さ
れ
て
い
る
人
工
島
の
両
脇

に
、
４
２
０
ｍ
水
路
（
ゲ
ー
ト
21
門
）

と
４
０
０
ｍ
水
路
（
ゲ
ー
ト
20
門
）

が
建
設
さ
れ
る
。

水
路
の
北
岸
（
写
真
―
７
）
で
は
、

水
路
及
び
岸
に
沿
っ
た
堤
防
と
小
型

船
舶
用
船
通
し
（
閘
室
）
・
船
溜
り

の
建
設
工
事
や
ゲ
ー
ト
設
置
部
の
海

底
面
保
護
工
事
が
進
行
中
。
ア
ド
リ

ア
海
側
の
船
溜
り
エ
リ
ア
は
、
北
側

水
路
の
ゲ
ー
ト
用
ケ
ー
ソ
ン
の
製
造

エ
リ
ア
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

人
工
島
は
ほ
ぼ
外
形
が
判
断
で
き

る
程
度
ま
で
建
設
が
進
ん
で
お
り
、

現
在
は
両
水
路
の
ア
バ
ッ
ト
の
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
写
真
―
８
）。

水
路
の
南
岸
で
は
、
堤
防
の
補
強

工
事
と
ゲ
ー
ト
設
置
部
の
海
底
面
保

護
工
事
が
進
行
中
。
ま
た
、
ア
バ
ッ
ト

用
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ケ
ー
ソ
ン
の
製

作
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
写
真
―
９
）。

（4）
ラ
グ
ー
ン
の
再
生
・
防
御

リ
ド
水
路
の
見
学
の
後
、
ラ
グ
ー

ン
再
生
・
防
御
対
策
地
点
に
移
動
し

た
。
こ
こ
で
は
、
干
潟
・
浅
瀬
が
消
滅

す
る
な
ど
、
外
海
か
ら
の
土
砂
流
入

よ
り
ラ
グ
ー
ン
内
か
ら
の
流
出
量
の

方
が
多
い
た
め
、
大
水
深
化
・
平
坦
化

の
進
行
防
止
及
び
ラ
グ
ー
ン
の
再
生

対
策
を
行
っ
て
い
る
地
点
の
状
況
を

見
学
し
た
（
写
真
―
10
）。

４．
Ｃ
Ｖ
Ｎ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
の
意
見
交
換
会

Ｃ
Ｖ
Ｎ
の
モ
ー
ゼ
計
画
の
責
任
者

で
あ
る
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
チ
ェ
ッ
コ
ー

ニ
博
士
（
写
真
―
11
）
と
サ
ン
ト
・

ス
テ
フ
ァ
ノ
広
場
近
く
の
Ｃ
Ｖ
Ｎ
の

事
務
所
で
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
チ
ェ
ッ
コ
ー
ニ
博

士
は
、
２
０
０
４
年
７
月
に
来
日
し
、

当
セ
ン
タ
ー
で
ベ
ネ
チ
ア
の
高
潮
対

策
（
モ
ー
ゼ
計
画
）
と
題
し
、
こ
の
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
の
世
紀
の
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
時
、
３
年
後
の
２
０
０
７
年

７
月
に
ベ
ネ
チ
ア
で
開
催
さ
れ
る
予

定
のC
o
a
sta
l
S
tru
ctu
re
s
2
0
0
7

International
C
onference

で
の
再

会
を
約
し
、
意
見
交
換
会
と
現
地
調

査
が
こ
の
度
実
現
し
た
も
の
。

日
本
側
か
ら
、
早
稲
田
大
学
の
清

宮
教
授
、（
独
）
港
湾
空
港
技
術
研
究

所
　
耐
波
研
究
室
の
下
迫
室
長
・
有

川
主
任
研
究
官
ら
と
一
緒
に
参
加
し
、

①
モ
ー
ゼ
計
画
の
技
術
的
ト
ピ
ッ
ク

ス
と
工
事
の
進
捗
状
況
、
②
日
本
で

研
究
の
進
む
津
波
対
策
施
設
（
逆
フ

ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
及
び
垂
直
浮
上
式
防

波
堤
）
の
技
術
的
課
題
に
つ
い
て
説

明
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
ず
、

先
方
か
ら
以
下
の
モ
ー
ゼ
計
画
に
関

す
る
技
術
的
説
明
と
事
前
に
問
い
合

わ
せ
て
お
い
た
質
問
へ
の
回
答
が
あ

っ
た
（
写
真
―
12
）。

【
ゲ
ー
ト
の
浮
上
・

倒
伏
に
つ
い
て
（
図
―
４
）】

ゲ
ー
ト
の
浮
上
操
作
は
１
時
間
程

度
、
倒
伏
操
作
は
数
分
間
で
完
了
す

る
。
ゲ
ー
ト
の
浮
上
・
倒
伏
操
作
の

た
め
の
排
水
ポ
ン
プ
は
ケ
ー
ソ
ン
側

に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ゲ
ー
ト
内
部

に
は
配
管
２
本
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な

構
造
で
あ
る
。
隣
接
す
る
ゲ
ー
ト
の

隙
間
は
５
㎝
程
度
で
、
水
密
ゴ
ム
は

つ
い
て
い
な
い
。

ゲ
ー
ト
の
波
浪
中
の
運
動
に
つ
い

て
１
／
10
模
型
に
よ
る
水
槽
実
験
を

行
っ
た
。
ま
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
モ

デ
ル
を
実
海
域
に
設
置
し
て
試
験
を

行
っ
た
。
波
浪
に
よ
る
ゲ
ー
ト
の
動

揺
は
、
最
大
４
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。

船
舶
の
衝
突
対
策
は
、
ゲ
ー
ト
浮

上
時
に
は
警
戒
船
を
出
し
て
、
ゲ
ー

ト
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
す
る
と
の

こ
と
。
ま
た
、
万
一
、
船
舶
等
が
衝

突
し
た
場
合
で
も
、
ヒ
ン
ジ
部
を
破

損
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ゲ
ー
ト
や

ケ
ー
ソ
ン
を
壊
さ
な
い
と
い
う
設
計

思
想
を
と
っ
て
い
る
。

写真－８ 人工島全景（北側水路のアバット） ＨＰより写真－９　アバット用ケーソンの製造

写真－１０　ラグーンの再生・防御状況

写真－１２　ＣＶＮでの意見交換会 写真－１１　ジョバンニ・チェッコーニ博士

写真－７　水路北岸の現状（ラグーン側より撮影）ＨＰより
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【
ケ
ー
ソ
ン
及
び

ゲ
ー
ト
の
製
作
と
施
工
】

ケ
ー
ソ
ン
は
、
サ
イ
ト
に
ド
ラ
イ
ド

ッ
ク
を
作
り
、
そ
こ
で
製
作
さ
れ
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
を
置
き
、

材
料
は
船
で
搬
入
す
る
。
ゲ
ー
ト
本

体
は
、
近
隣
の
造
船
所
や
鉄
工
所
で

製
作
さ
れ
、
現
地
に
搬
入
さ
れ
る
。

ケ
ー
ソ
ン
は
内
部
に
バ
ラ
ス
ト
タ

ン
ク
を
有
し
、
バ
ル
ク
ヘ
ッ
ド
で
止

水
さ
れ
る
。
重
量
は
約
２
万
ｔ
／
函

で
、
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
に
注
水
し
て

ト
レ
ン
チ
に
沈
設
し
、
隣
接
す
る
ケ

ー
ソ
ン
と
水
圧
接
合
し
て
連
結
す
る
。

止
水
は
ジ
ー
ナ
型
ガ
ス
ケ
ッ
ト
と
Ω

ゴ
ム
の
二
重
止
水
で
あ
る
。
こ
の
あ

た
り
は
沈
埋
函
と
全
く
同
様
で
あ
り
、

バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
の
他
、
点
検
用
の

通
路
が
あ
る
。
ケ
ー
ソ
ン
は
杭
で
支

持
し
、
隙
間
に
は
モ
ル
タ
ル
ペ
ー
ス

ト
を
充
填
す
る
。

ゲ
ー
ト
の
据
付
方
法
は
、
当
初
、

請
負
者
か
ら
ケ
ー
ソ
ン
に
ゲ
ー
ト
を

搭
載
し
た
状
態
で
の
沈
設
が
提
案
さ

れ
た
が
、
Ｃ
Ｖ
Ｎ
は
ゲ
ー
ト
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
時
の
交
換
作
業
を
考
慮
し
て
、

ケ
ー
ソ
ン
設
置
後
に
ゲ
ー
ト
を
取
り

付
け
る
方
法
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。

【
ゲ
ー
ト
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
】

ゲ
ー
ト
は
、
５
年
毎
に
ケ
ー
ソ
ン

か
ら
取
り
外
し
て
、
陸
上
で
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
う
。
ゲ
ー
ト
総
数
か
ら

考
え
て
、
１
カ
月
に
１
門
（
20
ｍ
）

以
上
の
ゲ
ー
ト
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す

る
こ
と
に
な
る
。

普
通
鋼
で
製
作
さ
れ
た
ゲ
ー
ト
は
、

電
気
防
食
と
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
（
ガ

ラ
ス
フ
レ
ー
ク
含
有
）
の
防
食
防
汚

塗
料
に
よ
る
塗
装
を
施
し
て
い
る
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
に
は
表
面
に
付
着

し
た
貝
類
を
除
去
後
、
ブ
ラ
ス
ト
処

理
し
再
塗
装
す
る
。
維
持
管
理
費
は

１
１
０
０
万
ユ
ー
ロ
／
年
（
１７
億

円
／
年
）
で
あ
り
、
総
工
事
費
の

０
・
25
％
（
総
工
事
費
４２
・
７
億
ユ

ー
ロ
（
６
８
０
０
億
円
）
で
あ
る
。

ゲ
ー
ト
の
取
り
外
し
・
取
り
付
け
は
、

ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
リ
グ
に
よ
る
。
作
業

時
間
は
取
り
外
し
・
取
り
付
け
そ
れ

ぞ
れ
に
約
７
時
間
／
１
門
で
あ
る
。

ま
た
、
ゲ
ー
ト
の
定
期
的
な
目
視

点
検
は
Ｒ
Ｏ
Ｖ
（R

e
m
o
te
ly

O
p
e
ra
te
d
V
e
h
icle

）
で
行
う
。

ケ
ー
ソ
ン
と
ゲ
ー
ト
間
の
堆
積
物
対

策
に
つ
い
て
は
、
小
さ
い
も
の
し
か

ゲ
ー
ト
の
隙
間
に
入
ら
な
い
と
い
う

理
由
で
、
当
初
計
画
し
て
い
た
ジ
ェ

ッ
ト
に
よ
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
取
り
止

め
た
。

施
設
全
体
の
管
理
は
、
別
の
新
し

い
機
関
を
作
っ
て
行
う
。

【
そ
の
他
】

・
ケ
ー
ソ
ン
の
周
辺
の
被
覆
石
の
設

置
範
囲
は
港
外
側
で
３
０
０
ｍ
、
港

内
側
で
４
０
０
ｍ
あ
り
、
そ
の
必
要

長
さ
は
水
槽
実
験
で
求
め
た
。

・
サ
イ
ド
ケ
ー
ソ
ン
の
ス
プ
ラ
ッ
シ

ュ
ゾ
ー
ン
の
鉄
筋
に
は
、
ス
テ
ン
レ

ス
鉄
筋
を
採
用
し
て
い
る
。

・
当
初
の
計
画
に
対
し
て
、
資
金
調

達
の
都
合
で
工
期
が
３
年
延
び
て
い

る
。
総
額
は
、
42
・
７
億
ユ
ー
ロ

（
６
８
０
０
億
円
）
で
あ
る
。

・
こ
の
計
画
に
係
る
特
許
の
出
願
は

な
い
。

・
政
治
的
・
経
済
的
な
問
題
で
特
に

苦
労
し
た
が
、
設
計
面
で
は
ゲ
ー
ト

の
共
振
現
象
に
悩
ま
さ
れ
た
。
し
か

し
ま
た
、
多
く
の
水
理
学
的
知
見
も

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
間
も
な
く
イ

タ
リ
ア
語
で
あ
る
が
、
ゲ
ー
ト
の
共

振
現
象
、
ゲ
ー
ト
間
を
抜
け
る
波
の

問
題
、
ケ
ー
ソ
ン
の
沈
設
や
ア
ン
カ

ー
係
留
、
水
底
の
被
覆
石
な
ど
に
関

す
る
論
文
が
発
表
さ
れ
る
。

最
後
に
、
我
が
国
で
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
る
津
波
対
策
施
設
（
逆
フ
ラ

ッ
プ
ゲ
ー
ト
・
直
立
浮
上
式
防
波
堤
）

に
つ
い
て
紹
介
し
、
先
方
か
ら
は
先

人
故
に
想
定
で
き
る
種
々
の
技
術
的

課
題
（
引
き
波
で
始
ま
る
津
波
で
の
ゲ

ー
ト
の
起
立
可
能
性
や
逆
フ
ラ
ッ
プ

ゲ
ー
ト
に
作
用
す
る
衝
撃
力
軽
減
策
）

の
指
摘
と
技
術
的
示
唆
を
受
け
、
有
意

義
な
意
見
交
換
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、

会
議
後
、
水
上
タ
ク
シ
ー
（
モ
ー
タ
ボ

ー
ト
）
で
サ
イ
ト
ま
で
案
内
さ
れ
、
前

日
の
見
学
会
よ
り
も
さ
ら
に
間
近
で

工
事
の
進
捗
の
説
明
を
受
け
た
。

５．

お
わ
り
に

今
回
の
調
査
期
間
中
に
サ
ン
・
マ

ル
コ
広
場
が
一
部
冠
水
し
た
。
沈
み

ゆ
く
都
市
ベ
ネ
チ
ア
の
置
か
れ
た
状

況
の
一
端
を
こ
の
目
で
見
る
こ
と
が

で
き
た
。

モ
ー
ゼ
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
に
事
業

に
向
け
て
大
き
な
議
論
を
巻
き
起
こ

し
た
が
、
今
回
の
国
際
会
議
の
現
場
見

学
会
及
び
Ｃ
Ｖ
Ｎ
の
技
術
者
と
の
意

見
交
換
会
な
ど
を
通
じ
、
着
実
に
進

行
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
進

捗
状
況
は
Ｃ
Ｖ
Ｎ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
※
下
記
参
照
）
で
、
毎
月
の
工
事
の

状
況
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
詳
細

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
完
成

予
定
は
２
０
１
２
年
で
あ
る
。
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
し
、
ベ
ネ
チ
ア

と
そ
の
ラ
グ
ー
ン
が
保
護
・
再
生
さ

れ
る
こ
と
を
願
う
。

最
後
に
な
る
が
、
Ｃ
Ｖ
Ｎ
と
の
意

見
交
換
会
で
は
、
国
際
会
議
中
の
多
忙

の
中
、
チ
ェ
ッ
コ
ー
ニ
博
士
を
は
じ
め

Ｃ
Ｖ
Ｎ
の
多
く
の
方
の
好
意
に
甘
え

る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記

し
て
謝
意
を
表
す
る
。

海外フォーラム

図－４　ゲート浮上操作のイメージ図

写真－13 ＣＶＮ事務所の入口前で記念撮影

※CVNのホームページ　http://www.salve.it/it/default.htm

■
文
責
／（
財
）沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
　

調
　
査
　
役
　
木
村
秀
雄

主
任
研
究
員
　
由
井
孝
昌

伊
部
知
徳
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近
年
に
な
っ
て
高
潮
災
害
が
し
ば

し
ば
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、

「
ハ
ー
ド
防
災
に
は
限
界
が
あ
り
、
ソ

フ
ト
防
災
が
必
要
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
が
、
技
術
者
に
も
市
民
に
も
か
な

り
浸
透
し
て
き
た
。
だ
が
、
そ
れ
で

ハ
ー
ド
へ
の
関
心
が
薄
く
な
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ハ
ー
ド

の
性
能
は
ソ
フ
ト
防
災
の
与
条
件
に

な
る
か
ら
だ
。

港
湾
施
設
の
設
計
体
系
は
今
、
性

能
設
計
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
筆
者

ら
も
か
つ
て
、
高
潮
対
策
施
設
の
性

能
を
三
段
階
の
潮
位
で
照
査
す
る
方

法
を
提
案
し
た
こ
と
が
あ
る
。
例
え

ば
三
大
湾
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
級
の

高
潮
を
考
慮
し
た
潮
位
を
こ
れ
ま
で

防
災
の
目
標
に
掲
げ
て
き
た
が
、
こ

の
潮
位
に
加
え
、
よ
り
高
い
潮
位
と
、

低
い
潮
位
に
対
し
て
も
、
越
波
流
量

や
背
後
地
の
浸
水
深
を
評
価
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
伊
勢
湾
台
風
を

想
定
し
た
潮
位
の
発
生
は
、
ど
れ
く

ら
い
「
稀
」
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
将
来
の
平
均
海
面
の
上
昇
や

台
風
の
強
大
化
に
よ
っ
て
、
こ
の
確

率
は
ど
う
変
化
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
確
率
台
風
モ

デ
ル
」
と
い
う
新
し
い
手
法
が
必
要

と
な
っ
た
背
景
や
、
こ
の
モ
デ
ル
を

用
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
高
潮
や
潮

位
の
出
現
特
性
を
紹
介
し
た
い
。

一
九
五
九
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ

る
高
潮
災
害
を
契
機
に
、
日
本
の
高

潮
常
襲
海
域
で
は
、

①
（
満
潮
位
）
＋
（
伊
勢
湾
台
風
級
の

台
風
で
生
じ
る
偏
差
）

②
既
往
最
高
潮
位

の
い
ず
れ
か
を
高
潮
対
策
の
計
画
高

潮
位
に
定
め
、
堤
防
や
護
岸
な
ど
の

施
設
を
築
造
し
て
き
た
。
①
は
、
満

潮
位
と
「
稀
」
な
偏
差
と
を
組
合
せ

た
、「
極
め
て
稀
」
な
潮
位
で
あ
る
。

②
も
「
稀
」
な
潮
位
で
あ
ろ
う
が
、

ど
れ
だ
け
「
稀
」
で
あ
る
か
は
、
検

潮
所
や
痕
跡
記
録
の
歴
史
、
高
潮
が

満
潮
と
重
な
っ
た
経
験
の
有
無
に
依

存
し
て
い
る
。
こ
の
工
事
の
進
捗
と
、

伊
勢
湾
台
風
級
の
台
風
が
上
陸
し
な

か
っ
た
幸
運
も
あ
っ
て
、
そ
の
後
、

大
規
模
な
高
潮
災
害
は
姿
を
消
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
四

○
年
後
の
一
九
九
九
年
、
台
風
一
八

号
は
八
代
海
や
周
防
灘
に
顕
著
な
高

潮
を
、
大
潮
の
満
潮
時
近
く
に
発
生

さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
例
え
ば
熊
本

県
不
知
火
町
（
現
宇
城
市
）
で
は
、

写
真
―
１
の
よ
う
に
、
堤
防
背
後
の

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
屋
根
ま
で
浸

水
し
、
一
二
名
が
亡
く
な
っ
た
。
山

口
宇
部
空
港
も
高
潮
と
高
波
に
よ
る

浸
水
で
一
週
間
ほ
ど
閉
鎖
さ
れ
た
。

こ
の
台
風
の
災
害
に
よ
っ
て
、
ハ
ー

ド
の
安
全
神
話
は
崩
れ
始
め
た
。

二
○
○
四
年
に
は
台
風
が
一
○
個

も
上
陸
し
た
。
高
松
市
街
地
が
浸
水

し
、
厳
島
神
社
の
回
廊
が
破
壊
さ
れ

た
記
憶
は
ま
だ
新
し
い
。
瀬
戸
内
海

沿
岸
に
は
、
三
つ
の
台
風
で
繰
り
返

し
被
災
し
た
地
域
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
海
外
で
も
歴
史
的
な
高

潮
災
害
が
発
生
し
た
。
二
○
○
三
年

の
台
風
メ
ミ
は
、
韓
国
の
南
岸
に
一

九
五
九
年
の
台
風
サ
ラ
以
来
の
海
岸

災
害
を
も
た
ら
し
た
。
二
○
○
五
年

の
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
に
よ

る
高
潮
災
害
は
、
米
国
史
上
最
悪
の

自
然
災
害
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
災
害
も
あ
っ
て
、
ソ
フ

ト
防
災
が
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、「
ハ
ー
ド
が

ど
れ
く
ら
い
も
つ
か
」、
例
え
ば
、

①
超
過
外
力
が
作
用
す
る
確
率
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

②
施
設
が
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
で
、

ど
う
壊
れ
る
の
か
。

③
古
く
な
っ
た
施
設
も
設
計
通
り
の

耐
力
を
発
揮
す
る
か
。

と
い
う
疑
問
に
答
え
ら
れ
な
い
と
、

せ
っ
か
く
描
い
た
災
害
シ
ナ
リ
オ
が

高
潮
対
策
施
設
の
性
能
照
査
の
た
め
の
確
率
台
風
モ
デ
ル
の
開
発
と

そ
れ
を
用
い
た
潮
位
の
極
値
の
試
算

は
じ
め
に 

近
年
続
発
す
る
高
潮
災
害 

写真－１　屋根まで浸水した住宅

潮
位
の
確
率
評
価
の
必
要
性 
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現
実
的
な
も
の
か
判
断
は
難
し
い
。

例
え
ば
、
①
に
お
い
て
、
伊
勢
湾

台
風
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
は
、「
Ｓ

Ｆ
映
画
の
世
界
」
と
笑
っ
て
ご
ま
か

せ
る
ほ
ど
「
稀
」
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
、
そ
れ
な
り
に
覚
悟
す
べ

き
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

我
々
が
生
き
る
未
来
で
は
。

国
土
交
通
省
は
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
の
高
潮
災
害
を
契
機
に
、

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
を
設
置
し
た
。
そ
の
提
言
で
も
、

①
設
計
外
力
と
し
て
の
高
潮
の
発
生

確
率
評
価

②
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
に

対
す
る
防
護
施
設
対
策
及
び
沿
岸

域
に
お
け
る
土
地
利
用
の
あ
り
方

に
関
す
る
調
査
研
究
の
重
要
性
を
指

摘
し
て
い
る
。

「
稀
」
に
し
か
発
生
し
な
い
潮
位
の

発
生
特
性
を
調
べ
る
方
法
と
し
て
、

真
っ
先
に
思
い
つ
く
の
は
、
潮
位
観

測
デ
ー
タ
の
極
値
統
計
解
析
で
あ
ろ

う
。
だ
が
、
再
現
期
間
が
百
年
を
超

え
る
潮
位
の
推
定
に
耐
え
ら
れ
る
ほ

ど
長
期
の
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
観
測
地
点
は
数
少
な
い
。
ま
た
、

同
じ
勢
力
の
台
風
で
も
、
コ
ー
ス
の

ち
ょ
っ
と
し
た
違
い
で
高
潮
偏
差
は

大
き
く
変
わ
る
。
そ
の
た
め
、「
過
去

数
十
年
間
の
台
風
だ
け
で
は
、
本
来

そ
の
地
方
に
来
襲
し
得
る
パ
タ
ー
ン

の
台
風
を
均
等
に
網
羅
し
て
お
ら
ず
、

偏
り
が
あ
る
」
と
い
う
心
配
も
あ
る
。

こ
の
難
問
を
突
破
す
る
技
術
の
一

つ
に
「
確
率
台
風
モ
デ
ル
」
が
あ
る
。

簡
単
に
言
え
ば
、「
過
去
の
台
風
の
出

現
確
率
分
布
と
同
じ
分
布
と
な
る
よ

う
に
、
様
々
な
コ
ー
ス
や
強
さ
の
台

風
を
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
法
で
発
生
さ
せ

る
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。

図
―
１
は
確
率
台
風
モ
デ
ル
の
し

く
み
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
以
下

の
手
順
で
台
風
の
属
性
値
（
中
心
気

圧
、
進
行
速
度
・
方
向
な
ど
）
を
与

え
る
。

①
各
年
の
各
季
節
に
発
生
す
る
台
風

の
個
数
を
、
過
去
の
統
計
に
基
づ

く
乱
数
で
与
え
る
。

②
各
台
風
の
発
生
位
置
や
発
生
時
の

属
性
値
を
、
過
去
の
統
計
に
基
づ

く
乱
数
で
与
え
る
。

③
発
生
後
の
属
性
値
の
単
位
時
間
あ

た
り
の
変
化
量
は
、
そ
の
緯
度
・

経
度
に
お
け
る
過
去
の
統
計
に
基

づ
い
て
与
え
る
。

④
こ
の
時
間
変
化
量
を
積
分
し
、
各

台
風
の
軌
跡
や
中
心
気
圧
の
経
時

変
化
を
得
る
。

こ
の
よ
う
に
、
確
率
台
風
モ
デ
ル

は
、
台
風
の
統
計
に
基
づ
く
数
学
的

な
モ
デ
ル
で
あ
る
。
決
し
て
台
風
ご

と
に
気
象
の
物
理
方
程
式
を
解
く
も

の
で
は
な
い
。
ま
た
、
一
九
五
一
年

以
降
の
台
風
統
計
を
元
に
し
て
い
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い
タ
イ

プ
の
台
風
（
例
え
ば
、
既
往
最
強
の

台
風
を
大
幅
に
上
回
る
台
風
、
極
め

て
変
則
的
な
コ
ー
ス
の
台
風
）
を
表

現
で
き
な
い
、
と
い
う
制
約
は
あ
る
。

こ
の
確
率
台
風
モ
デ
ル
で
長
期
間

（
例
え
ば
数
百
年
間
、
数
千
年
間
）
の

様
々
な
台
風
を
与
え
、
各
台
風
の
高

潮
を
計
算
す
れ
ば
、
長
期
間
の
高
潮

偏
差
デ
ー
タ
を
人
工
的
に
作
り
出
せ

る
。
ま
た
、
こ
の
高
潮
偏
差
の
時
系

列
に
、
乱
数
で
選
ん
だ
日
の
天
文
潮

位
の
時
系
列
を
足
し
合
わ
せ
、
潮
位

デ
ー
タ
も
作
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
デ
ー
タ
を
統
計
解
析
す
れ
ば
、

長
い
再
現
期
間
の
高
潮
偏
差
や
潮
位

の
極
値
を
推
定
で
き
る
。

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
第
四
次
報
告
書
に
よ

る
と
、
お
よ
そ
百
年
間
で
平
均
海
面

は
一
八
か
ら
五
九
セ
ン
チ
上
昇
し
、

台
風
も
強
大
化
す
る
可
能
性
が
高
い
。

た
だ
し
、
将
来
の
人
間
活
動
に
も
気

候
モ
デ
ル
自
体
に
も
不
確
定
性
が
あ

る
た
め
、
現
段
階
で
将
来
に
向
か
っ

て
ハ
ー
ド
の
性
能
照
査
を
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
そ
れ
で
も
、
せ
め
て

「
高
潮
が
ど
う
な
り
そ
う
か
」
く
ら
い

の
こ
と
は
探
っ
て
み
た
い
も
の
だ
。

そ
こ
で
、
い
さ
さ
か
大
胆
だ
が
、

「
台
風
の
属
性
値
の
時
間
変
化
量
の
空

間
的
な
パ
タ
ー
ン
が
、
百
年
後
に
は

確
率
台
風
モ
デ
ル
の
意
義 

図－１　確率台風モデルのしくみ

将
来
の
台
風
に
対
す
る
仮
定 



北
へ
緯
度
で
一
・
五
度
移
動
す
る
」

と
仮
定
す
る
確
率
台
風
モ
デ
ル
も
構

築
し
て
み
た
。
簡
単
に
言
え
ば
、「
現

在
は
台
風
が
沖
縄
の
緯
度
く
ら
い
ま

で
発
達
す
る
が
、
将
来
は
そ
の
一
・

五
度
北
ま
で
発
達
を
続
け
る
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
仮
定
に
は
、

気
象
庁
・
気
象
研
究
所
の
温
暖
化
予

測
計
算
で
得
ら
れ
た
日
平
均
の
気
圧

や
風
速
・
風
向
を
手
が
か
り
に
し
た
。

確
率
台
風
モ
デ
ル
に
は
、
こ
の
よ
う

な
シ
ナ
リ
オ
も
導
入
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
確
率
台
風
モ
デ
ル

を
用
い
て
、
現
在
と
将
来
の
気
候
条

件
に
お
け
る
一
○
○
○
年
間
の
台
風

を
与
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
台
風
の
海
面

気
圧
と
海
上
風
速
を
経
験
的
な
力
学

モ
デ
ル
で
計
算
し
た
。

図
―
２
は
、
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
、

三
大
湾
に
お
け
る
海
上
風
速
の
出
現

分
布
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
、
現
在

の
気
候
条
件
で
も
、
東
京
湾
に
比
べ

て
大
阪
湾
や
伊
勢
湾
で
は
、
風
速
の

大
き
な
台
風
に
遭
遇
し
や
す
い
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
図
の

掲
載
を
省
略
す
る
が
、
三
大
湾
周
辺

に
来
襲
す
る
台
風
の
中
心
気
圧
に
も

同
様
な
違
い
が
見
ら
れ
た
。

将
来
の
気
候
条
件
で
は
、
い
ず
れ

の
湾
で
も
、
現
在
よ
り
風
速
が
増
加

す
る
、
と
い
う
結
果
も
得
ら
れ
た
。

そ
の
増
加
は
、
強
い
て
言
え
ば
大
阪

湾
で
最
も
顕
著
で
あ
っ
た
。

次
に
、
そ
の
大
阪
湾
を
含
む
、
瀬

戸
内
海
の
高
潮
に
つ
い
て
調
べ
て
み

た
。
た
だ
し
、
高
潮
を
線
形
長
波
の

数
値
計
算
モ
デ
ル
、
一
・
八
キ
ロ
間

隔
の
計
算
格
子
で
計
算
す
る
と
、
普

及
型
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
で
、

一
個
の
台
風
に
つ
き
二
○
分
は
か
か

る
。
そ
こ
で
、
五
○
○
年
間
を
対
象

と
し
、
瀬
戸
内
海
周
辺
を
中
心
気
圧

が
九
八
○
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
以
下
で

通
過
す
る
台
風
を
抽
出
し
た
。
図
―

３
は
現
在
の
気
候
条
件
で
抽
出
さ
れ

た
約
八
○
○
個
の
台
風
の
コ
ー
ス
で

あ
る
。
な
お
、
台
風
の
抽
出
に
用
い

た
楕
円
は
、
確
率
台
風
モ
デ
ル
で
室

戸
台
風
な
ど
と
全
く
同
じ
台
風
が
与

え
ら
れ
た
と
き
に
、
こ
れ
が
抽
出
さ

れ
る
大
き
さ
に
設
定
し
て
あ
る
。

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
、
現
在
と
将

来
の
気
候
条
件
に
お
け
る
、
一
○
年
、

一
○
○
年
、
一
○
○
○
年
確
率
の
高

潮
偏
差
を
図
―
４
に
示
す
。
従
来
か

ら
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
高
潮
は

大
阪
湾
、
播
磨
灘
、
燧
灘
、
広
島
湾

の
北
東
側
と
、
周
防
灘
の
北
西
側
で

顕
著
で
あ
る
。
大
阪
で
は
、
計
画
高

潮
位
に
三
メ
ー
ト
ル
の
高
潮
偏
差
を

含
ん
で
い
る
が
、
そ
の
再
現
期
間
は

現
在
の
気
候
で
一
○
○
年
程
度
と
推

定
さ
れ
る
。
高
松
で
は
、
一
メ
ー
ト

ル
以
上
の
高
潮
偏
差
が
一
○
年
に
一

度
く
ら
い
は
現
れ
、
二
○
○
四
年
の

台
風
一
六
号
で
記
録
し
た
一
・
三
メ

ー
ト
ル
の
高
潮
偏
差
の
再
現
年
数
は

数
十
年
の
オ
ー
ダ
ー
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
将
来
の
気
候
条
件
で
高

潮
偏
差
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

ど
う
や
ら
、
瀬
戸
内
海
の
入
口
で
は

現
在
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
大
阪
湾
、

広
島
湾
、
周
防
灘
な
ど
現
在
で
も
高

潮
が
顕
著
な
海
域
で
、
さ
ら
に
顕
著

に
な
る
よ
う
だ
。
つ
ま
り
、
台
風
特
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図－4 瀬戸内海における10～1000年確率の高潮偏差

瀬
戸
内
海
の
高
潮
特
性 

図－２　三大湾における海上風速

図－3 抽出した台風

三
大
湾
に
お
け
る 

　
台
風
の
勢
力 



29 Coastal Development Institute of Technology No.23  2007

水
深
な
ど
の
推
定
で
は
、
継
続
時
間

と
い
う
概
念
も
不
可
欠
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
性
能
照
査
モ
デ
ル
に
適
し
た

「
継
続
時
間
」
の
定
義
に
は
今
後
も
議

論
が
必
要
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
例
と
し
て
、
図
―
６
の

よ
う
に
「
潮
位
が
ピ
ー
ク
か
ら
○
・

五
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
る
時
間
」
と

定
義
す
る
と
、
図
―
７
に
示
す
分
布

が
得
ら
れ
た
。
瀬
戸
内
海
で
も
特
に

顕
著
な
高
潮
が
発
生
す
る
大
阪
で
は
、

潮
位
の
ピ
ー
ク
が
高
い
場
合
に
、
継

続
時
間
は
概
ね
二
時
間
以
内
と
短
い
、

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
一
方
、
高
松

で
は
、
高
潮
偏
差
に
比
べ
て
天
文
潮

差
が
大
き
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
継
続

時
間
の
分
布
に
幅
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
確
率
台
風
モ
デ
ル

を
用
い
る
と
、
顕
著
な
高
潮
が
発
生

し
た
と
き
の
継
続
時
間
の
特
性
も
詳

し
く
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
確
率
台
風
モ
デ

ル
を
用
い
て
高
潮
や
潮
位
の
極
値
、

継
続
時
間
が
推
定
で
き
る
よ
う
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
、
確
率
台
風

モ
デ
ル
自
体
の
改
良
は
も
ち
ろ
ん
、

海
上
風
や
高
潮
の
推
算
モ
デ
ル
も
高

精
度
な
も
の
に
置
き
換
え
て
い
き
た

い
。
こ
の
技
術
に
は
、
波
浪
や
河
川

洪
水
な
ど
他
の
外
力
と
の
同
時
生
起

性
の
検
討
、
防
波
堤
や
護
岸
の
性
能

照
査
モ
デ
ル
と
の
リ
ン
ク
な
ど
、
幅

広
い
展
開
の
余
地
が
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
で
は
温
暖
化
に
つ
い

て
も
触
れ
た
が
、「
温
暖
化
の
影
響
が

ど
れ
だ
け
現
れ
た
と
き
に
、
ど
ん
な

対
策
を
講
じ
る
か
」
と
い
う
国
家
防

衛
の
シ
ナ
リ
オ
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
た
め
に
は
、

気
象
や
海
象
の
予
測
に
加
え
て
、
現

状
把
握
も
不
可
欠
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ま
で
よ
り
精
緻
な
現
地
観
測
と

解
析
が
必
要
だ
ろ
う
。
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潮
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２
０
０
４
年
12
月
26
日
に
発
生
し

た
イ
ン
ド
洋
大
津
波
は
未
曾
有
の
災

害
を
も
た
ら
し
、
関
係
諸
国
は
30
万

人
以
上
の
尊
い
人
命
を
失
い
ま
し
た
。

ま
た
、
我
が
国
に
お
い
て
は
東
海
・

東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の
切
迫
性

が
指
摘
さ
れ
、
我
々
は
、
い
つ
津
波

の
来
襲
に
遭
遇
し
て
も
お
か
し
く
な

い
時
代
に
生
き
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、（
財
）
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究

実
績
な
ど
の
蓄
積
を
背
景
に
津
波
に

関
す
る
我
が
国
の
技
術
的
知
見
を
わ

か
り
や
す
く
か
つ
広
く
世
界
に
情
報

発
信
す
る
意
味
か
ら
、〝
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ

Ｍ
Ｉ
〞
に
関
す
る
書
籍
を
出
版
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

本
書
は
、
津
波
が
来
襲
し
た
地
域

や
来
襲
が
想
定
さ
れ
て
い
る
地
域
に
、

住
ん
で
い
る
人
々
、
将
来
住
む
可
能
性

の
あ
る
人
々
、
さ
ら
に
は
旅
行
に
出
か

け
る
人
々
に
対
し
て
、
津
波
の
来
襲

に
遭
遇
し
た
と
き
に
一
人
で
も
多
く

の
方
の
命
が
助
か
る
こ
と
を
願
っ
て
、

津
波
か
ら
生
き
延
び
る
た
め
の
情

報
・
知
識
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

①
効
果
的
な
津
波
対
策

（
津
波
知
識
の
普
及
）

津
波
防
災
を
目
的
と
し
た
イ
ン
フ

ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
ー
を
整
備
す
る

こ
と
は
非
常
に
長
い
年
月
と
莫
大
な

資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
人
命
だ
け
は
救
う
こ
と

を
目
的
に
津
波
に
つ
い
て
の
知
識
を

と
り
ま
と
め
て
刊
行
す
れ
ば
、
必
要
な

時
間
と
費
用
は
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ュ
ア
ー
の
整
備
に
比
べ
れ
ば
圧
倒

的
に
短
く
ほ
ん
の
僅
か
し
か
か
か
り

ま
せ
ん
。

②
「
津
波
か
ら
生
き
延
び
る
」

視
点
で
の
書
籍

津
波
に
関
す
る
一
般
書
は
国
内
・

海
外
と
も
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
津
波
の
恐

ろ
し
さ
に
つ
い
て
の
内
容
と
な
っ
て

い
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
特
に

「
い
か
に
津
波
か
ら
逃
げ
る
か
」
と
い

う
視
点
で
津
波
の
特
性
を
解
説
し
た

本
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

③
日
本
か
ら
発
信
す
る
津
波
に

関
す
る
一
般
向
け
英
文
解
説
書

日
本
は
過
去
の
数
多
く
の
津
波
災
害

の
度
に
様
々
な
経
験
と
知
識
を
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
特

に
、
①
１
０
０
０
年
以
上
に
わ
た
る

津
波
の
歴
史
記
録
、
②
沿
岸
域
に
お

け
る
津
波
観
測
体
制
の
充
実
と
観
測

デ
ー
タ
の
豊
富
さ
、
③
国
内
外
で
の

津
波
の
調
査
実
績
の
量
、
④
緻
密
で

大
規
模
な
数
値
計
算
技
術
、
⑤
長
年

の
努
力
に
よ
る
信
頼
性
の
高
い
津
波

警
報
シ
ス
テ
ム
等
の
世
界
に
誇
る
成

果
を
蓄
積
し
つ
つ
、
様
々
な
機
会
に

こ
れ
ら
の
情
報
を
世
界
の
研
究
者
や

技
術
者
に
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
情
報
を
、
専
門
家
で
は

な
い
一
般
の
人
々
も
理
解
で
き
て
活

用
で
き
る
形
で
、
提
供
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
は
以
下
の
２
つ
の
編
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
波
災
害
の
実
例
や
津
波
の
特
性

を
人
の
視
点
で
捉
え
、
人
命
救
助
を

最
優
先
に
「
津
波
か
ら
い
か
に
逃
げ

る
か
」
を
平
易
で
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
ま
す
。

第
１
編
は
以
下
の
３
つ
の
章
で
構
成

さ
れ
、
津
波
の
性
質
を
知
識
と
し
て
身

に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
に
何
が

起
こ
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
の
避
難
行

動
や
、
津
波
の
襲
来
に
備
え
て
の
事
前

準
備
等
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

第
１
章

津
波
お
よ
び
津
波
災
害
の
実
例

第
２
章

津
波
か
ら
生
き
延
び
る
た
め
の
知

恵
（
津
波
の
性
質
）

第
３
章

津
波
災
害
の
防
止
（
軽
減
）

津
波
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
知

り
た
い
方
々
や
技
術
者
な
ど
を
対
象

と
し
た
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
第
２

編
は
以
下
の
２
つ
の
章
で
構
成
さ
れ
、

津
波
の
特
性
と
挙
動
に
関
す
る
科
学

的
な
解
説
、
津
波
の
再
現
計
算
手
法

や
予
報
・
警
報
シ
ス
テ
ム
整
備
の
歴

史
等
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

第
１
章
　
津
波
の
発
生
と
増
幅

第
２
章
　
津
波
の
数
値
計
算
と
予
報

我
が
国
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
た
津

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
書
籍
の
発
刊
と
そ
の
普
及
事
業
に
つ
い
て

は
じ
め
に 

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
書
籍
企
画
の
背
景 

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
書
籍
の
内
容 

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
書
籍
の
普
及 
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め
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
結
果
を
整
理
・
分
析
し
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
翻
訳
版
の
構
成
な

ど
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
、
我
が
国
の
よ
う
な
書
籍
文
化
は

あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
年

間
書
籍
発
刊
数
は
、
我
が
国
の
２０
分

の
１
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
も
そ
も

あ
ま
り
書
物
を
読
ま
な
い
国
民
性
で
、

書
店
の
軒
数
も
極
め
て
少
な
い
よ
う

で
す
。
加
え
て
、
書
籍
の
値
段
は
一

回
の
食
費
の
１０
〜
２０
倍
と
な
る
よ
う

で
あ
り
、
事
情
は
我
が
国
と
異
な
り

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
防
災
に
関
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
盛
ん
で
あ
り
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
域
に
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｋ

Ｏ
（
ポ
ス
コ
）
と
い
う
地
域
の
最
小
単

位
で
存
在
す
る
救
援
拠
点
が
無
数
に

存
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
に
お

い
は
Ｋ
Ｋ
Ｎ
（
カ
ー
カ
ー
エ
ヌ
）
と
い

う
課
外
活
動
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
そ

の
中
で
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
同
様
な
支

援
活
動
を
実
施
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

決
し
て
末
端
の
住
民
に
読
み
や
す
い

書
籍
を
提
供
す
る
こ
と
だ
け
が
、
最

善
の
道
と
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
り
、

現
状
で
は
、
む
し
ろ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

語
翻
訳
版
は
、
ロ
ー
カ
ル
地
域
も
し

く
は
集
団
の
管
理
的
立
場
の
方
々
に

普
及
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
一
般
の
住
民

に
知
識
を
広
げ
て
も
ら
う
方
が
、
よ

り
効
果
を
あ
げ
る
の
で
は
な
い
か
と

想
像
し
て
い
ま
す
。

果
た
し
て
、
ど
の
よ
う
な
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
翻
訳
版
が
で
き
る
の
か
、

そ
れ
は
も
う
少
し
、
検
討
を
進
め
て

み
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
新
し

い
（
財
）
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
は
、
最
近
特
に
重
要
視
さ

れ
て
お
り
、
か
つ
セ
ン
タ
ー
自
身
の

目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、〝
技
術
等
の

活
用
及
び
普
及
〞
の
観
点
か
ら
、
大
変

意
義
の
あ
る
も
の
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
津
波
」
と
い
う
日
本
語
は
、
津
波
が

沖
合
を
航
行
す
る
船
舶
に
は
ほ
と
ん

ど
被
害
を
与
え
ず
、

津
（
港
）
で
は
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
す
と

い
う
津
波
の
特
性
に

由
来
し
て
お
り
、
こ

の
用
語
が
英
語
で
は

「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」

と
表
現
さ
れ
て
、
今

で
は
世
界
共
通
語
に

な
っ
て
い
ま
す
。

津
波
常
襲
国
で
あ

る
我
が
国
が
、
長
い

時
間
を
か
け
て
蓄
積

し
て
き
た
情
報
を

「
津
波
か
ら
生
き
延
び

る
」
と
い
う
視
点
で

と
り
ま
と
め
、
世
界

に
発
信
す
る
こ
と
は

極
め
て
重
要
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

書
籍
の
執
筆
に
あ

た
っ
て
は
、
津
波
研

究
の
第
一
線
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
に
依
頼
し
、
現
在
、
出
版
に
向

け
て
ほ
ぼ
全
容
が
整
い
始
め
て
お
り

ま
す
。

今
後
、
校
正
な
ど
を
行
い
、
日
本

語
版
の
出
版
は
秋
以
降
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
英
語
版
は
現
在
翻
訳
作
業

中
で
あ
り
、
順
次
、
秋
頃
よ
り
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
翻
訳
版
の
作
成
、
現
地

で
の
普
及
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
来

年
３
月
ま
で
に
普
及
事
業
を
一
旦
結

了
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

■
文
／
（
財
）
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

主
任
研
究
員
安
藤
　
誠

主
任
研
究
員
峰
本
健
正

波
に
関
す
る
技
術
的
知
見
は
、
単
に
、

自
国
政
府
の
防
災
計
画
、
あ
る
い
は

専
門
書
や
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
に

反
映
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
津
波
へ

の
関
心
が
高
い
地
域
・
住
民
な
ど
に

対
し
て
も
、
人
の
目
線
で
十
分
に
理

解
で
き
る
よ
う
な
形
で
提
供
さ
れ
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
故
に
、
前
述
の

と
お
り
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
書
籍
は
、

よ
り
幅
広
い
読
者
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
こ
と
を
念
頭
に
、
専
門
知
識
が

な
い
方
々
に
も
容
易
に
理
解
い
た
だ

け
る
レ
ベ
ル
の
内
容
で
と
り
ま
と
め

て
出
版
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１９
年
度
は
、
日
本
財
団

か
ら
の
一
部
助
成
を
受
け
て
、
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
書
籍
の
英
語
版
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
津
波
災
害
の
影
響
を

大
き
く
受
け
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
を
対
象
と
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

翻
訳
版
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

単
純
に
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
書
籍
の

翻
訳
版
を
作
成
し
た
か
ら
と
い
っ
て

も
、
そ
れ
だ
け
で
は
津
波
対
応
策
の

周
知
啓
蒙
は
図
れ
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
翻
訳
版
作
成
に
あ
た
っ
て

は
、
ま
ず
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（（
独
）
国
際

協
力
機
構
）
等
の
英
語
翻
訳
版
な
ど
を

用
い
て
書
籍
の
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
を

研
修
・
講
演
参
加
者
に
説
明
し
、
広

く
末
端
の
住
民
ま
で
津
波
の
知
識
を

広
げ
る
た
め
に
は
、
翻
訳
や
書
籍
の

と
り
ま
と
め
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な

工
夫
が
必
要
な
の
か
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
声
を
集

よ
り
普
及
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は 

各
国
の
事
情
を
踏
ま
え
て 

お
わ
り
に 

写真－１　JICA集団研修におけるTSUNAMI書籍の紹介とその説明状況（H19.8.24）
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地
球
の
深
部
を
調
べ
る

目
的
と
し
て
、
大
き
く
４

つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
１
）
地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
地
震
は
、
地
球

の
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
日
本
を
筆
頭
と
し
た
環
太
平

洋
地
域
は
プ
レ
ー
ト
の
動
き
が
活
発
で
、

地
震
が
多
く
発
生
し
て
い
る
地
域
で
あ

る
た
め
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

地
球
深
部
を
調
査
す
る

目
的
は
何
で
す
か
？

地球探査技術 Q&A

る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

（
３
）
生
命
の
誕
生
に
つ
い
て
調
査
す
る

現
在
の
地
球
で
も
、
海
底
の
地
下
奥

深
く
は
原
始
の
地
球
に
よ
く
似
た
環
境

が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
地
球

の
表
層
に
お
け
る
生
態
系
と
は
異
な
る
、

未
知
の
地
下
生
物
た
ち
も
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
生
命
の
調
査
が
、

地
球
の
生
命
の
始
ま
り
を
解
明
す
る
大

き
な
一
歩
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
４
）海
底
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
調
査
す
る

調
査
の
た
め
に
海
底
を
掘
る
と
い
う

こ
と
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
石
油
・
ガ

ス
層
を
掘
る
と
い
う
こ
と
も
可
能
に
な

り
ま
す
。
大
陸
斜
面
に
広
く
存
在
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
き
た
メ
タ
ン
ハ
イ
ド

レ
ー
ト
は
、
石
油
や
石
炭
に
比
べ
燃
焼

時
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
お
よ
そ
半

分
で
あ
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
も
有
効
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
究
調
査
は
非
常
に
大
掛

か
り
で
あ
り
、
ま
た
地
域
も
広
範
囲
に

わ
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
本
と
ア
メ

リ
カ
が
主
導
し
、「
総
合
国
際
深
海
掘
削

計
画
（Integrated

O
cean

D
rilling

P
rogram

：
IO
D
P

）」
が
２
０
０
３
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
、
21
カ

国
が
、
こ
の
計
画
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
世
界
最
高
の
掘
削
能
力
を

持
っ
た
地
球
深
部
探
査
船
「
ち
き
ゅ
う
」

を
建
造
し
、
今
後
、
ア
メ
リ
カ
の
探
査

船
「JO

ID
E
S
R
esolution

号
」
と
協
力

し
て
、
今
後
の
調
査
・
研
究
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

『
ち
き
ゅ
う
』
は
、
地

球
内
部
の
マ
ン
ト
ル
や

巨
大
地
震
発
生
域
へ
の

大
深
度
掘
削
が
可
能
な
、
世
界
初
の
科

学
掘
削
船
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
建

造
と
い
っ
た
国
際
的
な
研
究
計
画
は
、
ア

メ
リ
カ
の
主
導
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

深
海
掘
削
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ちきゅう（画像提供：IOCP/JAMSTEC）

地球の内部（画像提供：JAMSTEC）

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
地
震
波
の
観

測
な
ど
の
間
接
的
な
手
段
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
震
源
地
ま
で

穴
を
掘
っ
て
、
直
接
観
察
す
る
こ
と
で

地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、

さ
ら
に
掘
っ
た
穴
に
観
測
装
置
を
設
置

す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
過
去
の
地
球
の
環
境
変
動
を
知
る

海
底
下
の
地
層
に
は
、
過
去
の
地
球

の
地
殻
や
、
気
候
の
変
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

球
は
か
つ
て
、
急
激
な
温
暖
化
と
緩
や

か
な
寒
冷
化
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
の
地
球
温
暖
化
の
影
響

を
調
べ
る
た
め
に
も
、
地
球
の
過
去
を
知

マリアナ海溝から採集された細菌
（画像提供：JAMSTEC）燃える氷とも呼ばれる

メタンハイドレード
（画像提供：JAMSTEC）

地
球
深
部
調
査
に
使
わ
れ
る

『
ち
き
ゅ
う
』
と
は

ど
ん
な
船
で
す
か
？
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を
特
定
し
な
が
ら
、
風
や
波
の
方
向
や

速
さ
な
ど
「
船
に
対
し
て
働
い
て
い
る

力
」
も
計
り
ま
す
。
そ
の
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
船
の
ず
れ
る
方
向
や
速
さ
を
予

測
し
、
水
中
プ
ロ
ペ
ラ
で
「
船
が
ず
れ

る
方
向
」
と
は
反
対
方
向
か
ら
力
を
加

え
、
常
に
船
の
位
置
を
保
っ
て
い
ま
す
。

『
ち
き
ゅ
う
』
に
は
深

海
掘
削
の
た
め
の
最
新
シ

ス
テ
ム
と
機
器
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
１
）
掘
削
シ
ス
テ
ム

『
ち
き
ゅ
う
』
の
掘
削
は
、「
ラ
イ
ザ

ー
掘
削
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
シ
ス

テ
ム
で
行
わ
れ
ま
す
。

通
常
は
、
海
底
を
掘
る
た
め
の
ド
リ

ル
パ
イ
プ
を
船
か
ら
海
底
に
差
し
て
行

い
、
こ
の
と
き
発
生
す
る
掘
り
屑
（
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
ス
）
は
、
海
水
で
押
し
出
し
ま

す
。
こ
の
方
法
は
短
期
間
に
多
く
の
穴

を
掘
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
掘
削
し

た
穴
が
す
ぐ
に
崩
れ
て
し
ま
う
た
め
深

く
は
掘
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
ラ
イ
ザ
ー
掘
削
シ
ス
テ
ム
で

は
ド
リ
ル
パ
イ
プ
の
ま
わ
り
に
ラ
イ

ザ
ー
管
と
い
う
パ
イ
プ
を
設
置
し
た

二
重
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

パ
イ
プ
の
中
に
「
泥
水
」
と
呼
ば
れ

る
特
殊
な
液
体
を
循
環
さ
せ
、
掘
り

屑
（
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ス
）
を
取
り
除

く
と
同
時
に
、
掘
っ
た
穴
の
壁
面
を

保
護
し
、
穴
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
通
常
の
掘
削

シ
ス
テ
ム
で
は
難
し
か
っ
た
深
度
ま

『
ち
き
ゅ
う
』
は
、
２

０
０
７
年
９
月
21
日
か

ら
、
初
の
研
究
航
海
で

あ
る
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
帯
掘
削

計
画
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
掘
削
が
行
わ
れ
る
、
日
本
・
紀

伊
半
島
沖
（
熊
野
灘
）
南
海
ト
ラ
フ
は
、

西
南
日
本
列
島
の
南
の
海
底
に
あ
る
水

深
４
０
０
０
ｍ
級
の
深
い
溝
（
ト
ラ
フ
）

で
、
非
常
に
活
発
で
大
規
模
な
活
断
層

が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
１
９
４
４
年
に
発
生

し
た
東
南
海
地
震
な
ど
、
南
海
ト
ラ
フ

の
各
所
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
級
の

巨
大
地
震
が
約
百
数
十
年
ご
と
に
発
生

し
て
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
は
、
将
来
、
大
規
模
地

『
ち
き
ゅ
う
』
は
ど
の
よ
う
に

調
査
を
行
う
の
で
す
か
？

世
界
で
最
初
の
深
海
掘
削
計
画
は
、

１
９
５
９
年
に
ア
メ
リ
カ
の
レ
ベ
ル
博

士
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
、
マ
ン
ト
ル

掘
削
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

技
術
的
な
問
題
か
ら
実
現
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
日
本
は

海
洋
国
家
と
し
て
、
ま
た
技
術
立
国
と

し
て
、
人
類
未
踏
の
マ
ン
ト
ル
ま
で
掘

削
が
可
能
な
『
ち
き
ゅ
う
』
を
建
造
し

ま
し
た
。『
ち
き
ゅ
う
』
は
、
２
０
０
１

年
４
月
25
日
に
起
工
し
、
二
度
の
海
上

公
式
試
運
転
を
経
て
２
０
０
５
年
７
月

29
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

『
ち
き
ゅ
う
』
は
最
大
水
深
２
５
０
０

ｍ
の
海
底
か
ら
さ
ら
に
７
０
０
０
ｍ
ま

で
掘
り
、
地
球
深
部
の
岩
石
サ
ン
プ
ル

を
回
収
し
ま
す
。
こ
の
深
さ
ま
で
掘
れ

ば
、
地
球
の
プ
レ
ー
ト
の
境
界
面
ま
で

到
達
で
き
ま
す
。

ま
た
、『
ち
き
ゅ
う
』
は
、
最
新
の
掘

削
設
備
だ
け
で
な
く
、
船
内
に
多
く
の

研
究
設
備
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
海
に

浮
か
ぶ
巨
大
な
研
究
所
と
も
い
え
る
で

し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
調
査
を

行
う
の
で
す
か
？

【
マ
ン
ト
ル
と
マ
グ
マ
の
違
い
】

マ
ン
ト
ル
と
マ
グ
マ
の
大
き
な
違
い
は
、

「
マ
ン
ト
ル
は
固
体
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

「
マ
グ
マ
は
液
体
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。

マ
ン
ト
ル
は
、
地
球
内
部
の
熱
に
よ
っ
て

対
流
を
起
こ
し
て
い
る
固
体
で
す
。
地
球
内

部
の
圧
力
が
低
く
な
っ
た
り
、
温
度
が
高
く

な
っ
た
り
す
る
と
部
分
的
に
融
け
て
マ
グ
マ

を
生
み
出
し
ま
す
。

一
方
、
マ
グ
マ
と
は
、「
地
球
内
部
で
岩
石

が
ど
ろ
ど
ろ
に
融
け
た
状
態
の
も
の
」
全
般

を
さ
す
呼
び
名
で
あ
り
、
液
体
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
マ
ン
ト
ル
が
融
け
た
も
の
で
あ
っ

て
も
、
地
殻
が
融
け
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、

ど
ち
ら
も
「
マ
グ
マ
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

【
日
本
人
が
命
名
し
た

「
マ
リ
ン
ス
ノ
ー
」
と
「
マ
リ
ン
ス
タ
ー
」】

マ
リ
ン
ス
ノ
ー
（
海
の
雪
）
は
、
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
の
死
骸
や
糞
が
、
肉
眼
で
見
え
る
大
き

さ
の
塊
と
な
っ
て
海
底
へ
落
ち
て
い
く
海
中

懸
濁
物
の
こ
と
で
す
。

マ
リ
ン
ス
ノ
ー
は
、
北
海
道
大
学
の
潜
水
調

査
船
「
く
ろ
し
お
号
」
が
発
見
し
ま
し
た
。

潜
水
艇
か
ら
窓
の
外
を
見
て
あ
た
か
も
雪
が

降
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
マ
リ
ン
ス

ノ
ー
（
海
の
雪
）
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
い

ま
で
は
世
界
中
で
使
わ
れ
る
言
葉
に
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
、
マ
リ
ン
ス
タ
ー
（
海
の
星
）
は
、
海

中
の
発
行
物
体
の
こ
と
で
す
。
深
海
の
発
光

生
物
や
、
マ
リ
ン
ス
ノ
ー
な
ど
の
懸
濁
物
に

付
着
し
た
発
光
バ
ク
テ
リ
ア
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
海
洋
研
究
開
発
機
構
の

「
し
ん
か
い
２
０
０
０
」
運
航
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
が
命
名
し
ま
し
た
。

ライザー掘削システム
（画像提供：JAMSTEC）

自動船位保持システム
（画像提供：JAMSTEC）

で
掘
削
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ラ
イ
ザ

ー
掘
削
が
、
科
学
研
究
目
的
で
使
わ
れ

る
の
は
、『
ち
き
ゅ
う
』
が
初
め
て
で
す
。

（
２
）
自
動
船
位
保
持
シ
ス
テ
ム

『
ち
き
ゅ
う
』
が
、
調
査
に
必
要
な
深

さ
ま
で
掘
削
す
る
の
に
数
カ
月
か
ら
半

年
以
上
か
か
り
ま
す
。
そ
の
間
、『
ち
き

ゅ
う
』
は
海
上
の
一
点
に
留
ま
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
海
底
と
船
と

の
間
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
は
、
直
径
50
㎝
、

壁
の
厚
さ
は
３
㎝
も
あ
り
ま
す
が
、
船

の
位
置
が
大
き
く
ず
れ
る
と
折
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、『
ち
き
ゅ
う
』
に
は
「
自
動

船
位
保
持
シ
ス
テ
ム
」（D

y
n
a
m
ic

P
ositioning

S
ystem

：
D
P
S

）
が
搭

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
ち
き
ゅ
う
』
は
、
人
工
衛
星
か
ら
の

デ
ー
タ
や
、
海
底
に
設
置
し
た
音
波
発

生
装
置
な
ど
を
使
っ
て
、「
船
の
位
置
」

「ちきゅう」船体データ 

 全長 210メートル 

 幅 ３８メートル 

 船底からの高さ 130メートル 

 総トン数 約5万7000トン 

 最大乗船者数 150名（乗組員100名、研究者50名） 

 最大速力 12ノット（時速22キロメートル） 

 30人乗り大型ヘリコプターが離着陸可能  

震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
重
要
な
海
域

だ
け
に
、
今
後
の
掘
削
・
調
査
に
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

南海トラフ 

南海トラフ

■
監
修
／
海
洋
研
究
開
発
機
構
　

地
球
深
部
探
査
セ
ン
タ
ー
　
倉
本
真
一
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交
通
政
策
審
議
会
第
九
回
航
空
分
科
会

第
二
十
六
回
港
湾
分
科
会
を
各
々
開
催

国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
十
九
年
五
月
三
十

一
日
に
、
交
通
政
策
審
議
会
第
九
回
航
空
分

科
会
（
金
本
良
嗣
分
科
会
長
）
が
、
同
年
七

月
五
日
に
、
第
二
十
六
回
港
湾
分
科
会
（
黒

田
勝
彦
分
科
会
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

航
空
分
科
会
で
は
、「
今
後
の
空
港
及
び

航
空
保
安
施
設
の
整
備
及
び
運
営
に
関
す
る

方
策
」
の
答
申
案
（
素
案
）
が
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
の
航
空
需
要
予
測
、
首
都
圏
、

関
西
国
際
空
港
、
中
部
圏
の
空
港
の
あ
り
方

に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
航
空
需
要
で

は
、
旅
客
、
貨
物
と
も
国
際
需
要
が
大
幅
に

伸
び
る
と
予
測
し
て
い
る
ほ
か
、
首
都
圏
で

は
成
田
空
港
と
羽
田
空
港
の
役
割
分
担
の
明

確
化
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

港
湾
分
科
会
で
は
、「
我
が
国
産
業
の
国

際
競
争
力
強
化
等
を
図
る
た
め
の
今
後
の
港

湾
政
策
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
中
間
報
告
が

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

推
進
す
べ
き
産
業
・
経
済
支
援
の
た
め
の

具
体
的
港
湾
施
策
と
し
て
、
①
ス
ー
パ
ー
中

枢
港
湾
施
策
の
充
実
・
深
化
、
②
地
域
の
港

湾
に
お
け
る
ア
ジ
ア
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
、
③
産
業
・
地
域
経
済
へ
の
支
援
、
④

物
流
シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
港
湾
サ

ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
、
⑤
保
安
対
策
の
向

上
や
環
境
へ
の
配
慮
に
よ
る
効
率
的
な
物
流

体
系
の
構
築
、
を
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
中

間
報
告
で
得
ら
れ
た
成
果
は
平
成
二
十
年
度

概
算
要
求
や
別
途
国
土
交
通
省
が
進
め
て
い

る
二
十
年
度
か
ら
二
十
四
年
度
ま
で
の
次
期

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
の
策
定
な
ど
に
活

か
さ
れ
ま
す
。

第
四
回
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
港
湾
保
安

専
門
家
会
合
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
港
湾
局
と
海
洋
政
策
研
究
財

団
（
Ｏ
Ｐ
Ｒ
Ｆ
）
の
共
催
に
よ
り
、
九
月
五

日
か
ら
六
日
ま
で
、
福
岡
に
お
い
て
「
第
四

回
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
港
湾
保
安
専
門
家
会
合
」

を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
国
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
九
カ
国
（
ブ

ル
ネ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
）
の
港

湾
保
安
担
当
課
長
級
と
、
日
本
（
古
市
港
湾

局
国
際
企
画
室
長
）
で
し
た
。

会
合
の
内
容
は
、
①
第
一
回
で
策
定
し
た

各
国
の
個
別
行
動
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
②
各
国
の
港
湾
保
安
対
策
に
関
す
る
ベ

ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
１
に
つ
い
て
の
報
告
、

③
Ｄ
Ｏ
Ｓ
（D

eclaration
of
S
ecurity：

保
安
宣
言
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
議
論
、
④
「
第

二
回
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
港
湾
保
安
合
同
訓
練
」

の
開
催
、
⑤
平
成
二
十
年
三
月
に
マ
レ
ー
シ

ア
で
、「
第
五
回
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
港
湾
保
安

専
門
家
会
合
」
の
開
催
合
意
、
の
五
点
で
し

た
。

海
洋
基
本
法
が
施
行

平
成
十
九
年
四
月
二
十
日
、
参
院
本
会
議

に
お
い
て
可
決
成
立
さ
れ
た
海
洋
基
本
法

が
、
七
月
二
十
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
国
土
交
通
省

予
算
基
本
方
針
を
発
表

近
年
の
課
題
を
ふ
ま
え
た
、
平
成
二
十
年

度
予
算
概
算
要
求
の
基
本
方
針
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

「
国
際
競
争
力
の
強
化
と
地
域
の
活
性
化
」

「
地
球
環
境
問
題
と
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
」

「
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
」
と
い
っ
た
、

三
つ
の
重
点
化
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。

港
湾
関
連
で
は
、
ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
充
実
・
深
化
、
臨
海
部
産
業

エ
リ
ア
の
形
成
と
港
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
の
推
進
、
大
規
模
水
害
の
予
防
対
策
、
防

災
気
象
情
報
の
高
度
化
と
地
震
津
波
監
視
機

能
の
強
化
、
新
た
な
海
洋
施
策
の
推
進
、
等

が
重
点
的
取
組
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
海
洋
政
策
を
担
当
す
る
省
庁

は
複
数
に
ま
た
が
り
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

か
な
い
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
法
律
に
よ
っ
て
「
総
合
海
洋
政
策
本
部
」

が
新
設
さ
れ
、
海
洋
政
策
の
一
元
化
を
図
り

ま
す
。
本
部
長
を
内
閣
総
理
大
臣
、
副
本
部

長
を
内
閣
官
房
長
官
と
今
回
新
し
く
設
置
す

る
海
洋
担
当
大
臣
が
担
い
ま
す
。

基
本
的
施
策
は
、
①
海
洋
資
源
の
開
発
及

び
利
用
の
推
進
、
②
海
洋
環
境
の
保
全
等
、

③
排
他
的
経
済
水
域
等
の
開
発
等
の
推
進
、

④
海
上
輸
送
の
確
保
、
⑤
海
洋
の
安
全
の
確

保
、
⑥
海
洋
調
査
の
推
進
、
⑦
研
究
開
発
の

推
進
、
⑧
海
洋
産
業
の
振
興
及
び
国
際
競
争

力
の
強
化
、
⑨
沿
岸
域
の
総
合
的
管
理
、
⑩

離
島
の
保
全
等
、
⑪
国
際
的
な
連
携
の
確
保

及
び
国
際
協
力
の
推
進
、
⑫
海
洋
に
関
す
る

国
民
の
理
解
増
進
等
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
海
洋
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
海
洋
基
本

法
を
定
め
、
五
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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◆
機
関
誌
編
集
も
今
回
で
四
回
目
と
な
り
ま

し
た
が
、
不
慣
れ
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
今
後

も
読
者
に
と
っ
て
読
み
や
す
い
誌
面
作
り
を

心
掛
け
ま
す
。

（
酒
井
　
洋
一
）

◆
編
集
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
と
、
読
者
の
皆

様
の
反
応
が
気
に
な
り
ま
す
。
感
想
や
意
見

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
意
見
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

（
大
熊
　
　
修
）

◆
ネ
タ
や
執
筆
者
の
調
整
、
編
集
と
り
ま
と

め
な
ど
い
つ
も
大
変
で
す
。
し
か
し
、
機
関

誌
を
よ
く
し
よ
う
と
い
う
思
い
は
忘
れ
て
い

ま
せ
ん
。

（
峰
本
　
健
正
）

◆
七
月
に
ベ
ネ
チ
ア
を
訪
れ
、
車
が
走
っ
て

い
な
い
こ
と
の
静
か
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
都
会
の
喧
噪
っ
て
す
ご
い
で
す
ね
。

（
由
井
　
孝
昌
）

◆
今
号
よ
り
機
関
誌
の
編
集
担
当
に
な
り
ま

し
た
。
読
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、
有
意
義
な

情
報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

（
森
屋
　
陽
一
）

◆
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
最
後
は
タ
イ
ト

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

次
回
は
な
ん
と
か
改
善
し
た
も
の
で
す
。

（
榊
原
　
雅
人
）

編
集
後
記

創
立
記
念
特
別
講
演
会
の
開
催

平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日
（
木
）、
海

運
ク
ラ
ブ
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
て
、

「
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
創
立
記
念
特
別

講
演
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

毎
年
、
そ
の
時
々
の
ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ
で
、

創
立
記
念
日
に
特
別
記
念
講
演
会
を
開
催
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
平
成
十
七
年

に
設
立
し
た
沿
岸
防
災
研
究
所
が
現
在
ま
で

に
蓄
積
し
た
知
見
を
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外

に
向
け
て
発
信
す
る
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」

に
関
す
る
書
籍
を
出
版
す
る
こ
と
、
ま
た
十

月
か
ら
の
緊
急
地
震
速
報
が
本
格
運
用
さ
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
震
・
防
災
に
関
連
す

る
テ
ー
マ
で
講
演
会
を
企
画
い
た
し
ま
し

た
。講

師
に
、
防
災
全
般
に
造
詣
が
深
い
、
前

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
で
あ
る
藤
吉
洋
一
郎
大
妻

女
子
大
学
教
授
と
中
央
防
災
会
議
委
員
で
あ

る
阿
部
勝
征
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
お
二
人

を
お
招
き
し
て
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

コ
ー
ス
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

２
０
０
７
の
ご
案
内

平
成
十
九
年
十
一
月
十
二
日
（
月
）
に

「
コ
ー
ス
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
２
０
０
７
」

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
前
年
度
に

実
施
し
た
調
査
・
研
究
等
の
成
果
を
取
り
ま

と
め
た
研
究
論
文
集
か
ら
の
発
表
等
を
行
い

ま
す
。

詳
細
は
、
当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
て

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
登
録
確
認
機
関
」
へ
の

登
録
に
つ
い
て

こ
の
度
、
当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
が
港
湾
の
施

設
の
技
術
上
の
基
準
（
平
成
十
八
年
五
月
港

湾
法
改
正
、
同
十
九
年
四
月
施
行
）
に
係
る

登
録
確
認
機
関
と
し
て
、
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
前
述
の
基
準
が
性
能
規
定

化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
基
準
へ
の
適
合
性

を
確
認
す
る
民
間
の
機
関
を
登
録
す
る
も
の

で
、
今
回
の
登
録
は
同
制
度
に
基
づ
く
初
め

て
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

確
認
業
務
の
範
囲
は
、
日
本
全
域
の
①
外

郭
施
設
、
②
係
留
施
設
、
③
道
路
及
び
橋

梁
、
④
廃
棄
物
埋
立
護
岸
、
⑤
海
浜
、
⑥
緑

地
及
び
広
場
、
で
す
。

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
で
は
登
録
確
認
機
関
と

し
て
の
業
務
を
平
成
十
九
年
十
月
一
日
よ
り

開
始
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

を
ご
参
照
下
さ
い
。

第
四
回
国
際
沿
岸
防
災
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
ご
案
内

平
成
十
九
年
十
二
月
一
日
（
土
）
〜
三
日

（
月
）
に
横
浜
シ
ン
ポ
ジ
ア
に
て
、「
第
四
回

国
際
沿
岸
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
イ
ン
ド
洋
津
波
以
降
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
で
多
く
発
生
し
て
い
る
甚

大
な
津
波
・
高
潮
災
害
を
踏
ま
え
、
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
に
は
何
が
必
要
か
を
、
世

界
の
研
究
者
、
技
術
者
、
行
政
関
係
者
を
含

め
て
一
般
参
加
形
式
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
予
定
で

す
。詳

細
は
、
当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
て

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
の
誌
面
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

皆
様
の
ご
意
見
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

U
R
L：
http://w

w
w
.cdit.or.jp/

藤吉教授

阿部教授
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